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より快適な

住みよいまちづくり

　
第
二
百
十
七
回
白
石
市
議
会
定
例

会
が
三
月
十
目
か
ら
一
一
一
月
二
十
目
ま

で
の
日
程
で
開
会
さ
れ
ま
し
た
。

　
市
議
会
開
会
日
の
冒
頭
、
川
井
市

長
よ
り
、
昭
和
六
十
一
年
度
を
迎
え

る
に
あ
た
っ
て
の
、
市
政
全
般
に
わ

た
る
施
政
万
針
の
所
信
表
明
が
行
わ

　
本
日
、
こ
こ
に
第
二
百
十
七
回
白

石
市
議
会
定
例
会
が
開
会
さ
れ
、
昭

和
六
十
一
年
度
当
初
予
算
を
は
じ
め
、

提
出
議
案
の
ご
審
議
を
煩
わ
す
に
あ

た
り
ま
し
て
、
そ
の
主
要
な
事
業
等

を
中
心
に
概
要
を
ご
説
明
申
し
上
げ

ま
す
と
と
も
に
、
今
後
の
市
政
運
営

に
つ
い
て
所
懐
の
一
端
を
述
べ
ご
理

解
と
ご
協
力
を
賜
わ
り
た
い
と
存
じ

ま
す
。

　
ご
承
知
の
よ
う
に
、
国
の
財
政
は
、

公
債
の
残
高
が
昭
和
六
十
年
度
末
で

百
三
十
兆
円
を
超
え
る
見
込
み
で
あ

り
、
国
債
の
利
払
い
等
に
要
す
る
経

費
が
一
般
会
計
予
算
の
十
九
パ
ー
セ

ン
ト
を
占
め
る
な
ど
異
例
に
厳
し
い

も
の
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
し
か
も
、
最
近
の
急
激
な
円
高
傾

向
に
よ
り
、
輸
出
関
連
企
業
等
に
深

刻
な
影
響
を
及
ぼ
し
始
め
て
い
る
こ

、1ゾ

膨．

　　1

ゑ

到

れ
、
教
育
環
境
の
整
備
と
、
市
民
生

活
に
直
結
す
る
事
業
を
重
占
…
施
策
と

し
て
位
置
づ
け
る
と
と
も
に
道
路
交

通
体
系
の
整
備
、
産
業
の
振
興
、
行

政
改
革
、
第
九
回
日
本
ジ
ャ
ン
ボ
リ

ー
の
支
援
な
ど
の
主
な
る
施
策
の
概

要
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

と
か
ら
、
生
産
活
動
は
低
下
し
、
雇

用
面
も
厳
し
さ
を
増
す
も
の
と
見
ら

れ
ま
す
。

　
し
た
が
い
ま
し
て
、
昭
和
六
十
一

年
度
の
国
の
財
政
状
態
は
、
危
機
と

い
わ
れ
た
前
年
度
よ
り
さ
ら
に
深
刻

の
度
を
加
え
て
き
て
お
り
ま
す
。

　
一
方
、
地
方
財
政
に
お
き
ま
し
て

も
、
累
積
し
た
借
入
金
五
十
六
兆
円

を
抱
え
て
お
り
、
加
え
て
前
年
度
限

り
の
措
置
と
し
て
行
わ
れ
た
高
率
国

庫
補
助
負
担
率
の
一
律
的
な
カ
ッ
ト

に
引
き
続
き
、
昭
和
六
十
一
年
度
に

つ
い
て
も
、
社
会
補
償
関
係
費
、
義

務
教
育
費
、
公
共
事
業
費
等
も
含
め

て
、
相
当
規
模
の
削
減
が
行
わ
れ
る

こ
と
か
ら
、
こ
れ
に
伴
う
地
方
負
担

の
増
加
は
避
け
ら
れ
な
い
見
通
し
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
こ
う
し
た
厳
し
い
状
況
下
に
あ
り

な
が
ら
、
本
市
に
お
き
ま
し
て
は
住

民
の
福
祉
向
上
、
地
域
の
活
性
化
、

学
校
施
設
及
び
生
活
環
境
の
整
備
な

ど
緊
急
の
課
題
を
多
く
抱
え
て
い
る

う
え
、
公
債
費
な
ど
の
義
務
的
経
費

も
年
々
増
加
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
主
要
な
財
源
で
あ
る
国
・

県
支
出
金
の
補
助
負
担
率
の
引
き
下

げ
や
、
市
税
、
地
方
交
付
税
に
つ
き

ま
し
て
も
低
い
伸
び
率
に
と
ど
ま
る

も
の
と
予
想
さ
れ
、
財
政
シ
ス
テ
ム

が
住
民
の
多
様
な
二
ー
ズ
に
応
え
る

こ
と
が
困
難
な
状
況
に
な
り
つ
つ
あ

り
ま
す
。

　
し
た
が
い
ま
し
て
、
昭
和
六
十
一

年
度
予
算
の
編
成
に
あ
た
り
ま
し
て

は
、
前
年
同
様
、
極
力
経
費
の
節
減

に
努
め
る
こ
と
と
し
、
仮
称
東
中
学

校
校
舎
の
建
設
な
ど
教
育
環
境
の
整

備
と
、
市
民
生
活
に
直
結
す
る
事
業

を
重
点
に
予
算
措
置
を
い
た
し
ま
し

た
。教

育
施
軌
紋
の
強
叢
彌

　
私
が
最
も
重
要
か
つ
緊
急
を
要
す

る
施
策
と
し
て
取
り
上
げ
て
お
り
ま

し
た
教
育
施
設
の
整
備
、
就
中
仮
称

東
中
学
校
に
つ
き
ま
し
て
は
、
計
画

通
り
進
行
し
、
ご
承
知
の
よ
う
に
昭

和
六
十
年
度
に
お
い
て
用
地
を
取
得
、

さ
ら
に
造
成
工
事
も
ほ
ぼ
完
了
の
段

階
に
至
っ
て
お
り
ま
す
。

　
昭
和
六
十
一
年
度
は
、
い
よ
い
よ

校
舎
建
設
に
着
工
い
た
し
ま
す
．
、
二

力
年
度
で
完
成
の
予
定
で
、
昭
和
六

十
二
年
度
は
屋
体
新
築
工
事
を
も
併

せ
て
施
行
し
、
同
年
度
中
に
仮
称
東

中
学
校
は
校
舎
並
び
に
屋
体
が
ほ
ぼ

同
時
に
完
成
す
る
こ
と
に
な
り
、
そ

の
後
は
老
朽
著
し
い
臼
石
中
学
校
の

改
築
に
入
り
ま
す
。

　
厳
し
い
財
政
事
情
の
下
で
、
一
連

の
教
育
施
設
の
整
備
を
短
期
間
に
成

し
遂
げ
る
に
は
、
他
事
業
へ
の
影
響

等
そ
れ
な
り
に
困
難
が
伴
い
ま
す
が
、

学
校
問
題
は
市
民
の
一
致
し
た
宿
願

で
あ
り
、
私
に
課
せ
ら
れ
た
最
大
の

責
務
と
自
覚
し
て
お
り
ま
す
の
で
、

万
難
を
排
し
て
強
力
に
推
進
す
る
所

存
で
あ
り
ま
す
。
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農
業
は
、
本
市
の
基
幹
的
産
業
で

あ
り
ま
す
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
農
家
戸
数
の
推

移
を
み
ま
す
と
、
昭
和
五
十
年
当
時

三
千
四
百
四
十
二
戸
を
数
え
た
農
家

が
、
年
々
減
少
し
昭
和
五
十
五
年
に

は
三
千
百
九
十
六
戸
と
な
り
、
農
家

戸
数
の
減
少
に
比
例
し
て
専
業
農
家

戸
数
も
減
少
し
て
お
り
ま
す
。
こ
の

よ
う
な
傾
向
は
、
全
国
的
な
も
の
と

推
察
さ
れ
ま
す
が
、
本
市
は
農
業
の

衰
退
に
歯
止
め
を
か
け
、
さ
ら
に
こ

れ
を
振
興
し
、
よ
り
豊
か
な
農
業
を

築
く
た
め
の
指
針
と
し
て
、
昭
和
五

十
四
年
に
農
業
基
本
計
画
を
策
定
し
、

そ
の
実
行
に
よ
る
回
復
を
目
論
み
ま

し
た
が
、
農
業
を
と
り
ま
く
環
境
は

非
常
に
厳
し
く
、
専
業
農
家
及
び
第

一
種
兼
業
農
家
の
減
少
傾
向
は
依
然

と
し
て
続
い
て
い
る
現
状
で
あ
り
ま

す
。

　
大
変
難
し
い
問
題
で
あ
り
ま
す
が
、

私
は
こ
の
よ
う
な
農
業
衰
退
の
要
因

を
さ
ぐ
り
、
そ
れ
を
是
正
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
振
興
を
図
る
こ
と
を
考
え
、

農
業
基
盤
の
整
備
、
農
家
生
活
環
境

改
善
の
た
め
、
昭
和
六
十
年
度
に
農

村
総
合
整
備
モ
デ
ル
事
業
を
導
入
し

総
事
業
費
十
一
億
三
千
万
円
を
見
込

み
、
初
年
度
に
お
い
て
調
査
を
行
い
、

昭
和
六
十
一
年
度
か
ら
事
業
実
施
に

入
り
、
農
業
排
水
施
設
を
は
じ
め
、

農
道
、
飲
雑
用
水
施
設
、
集
落
防
災

安
全
施
設
、
農
村
公
園
施
設
等
の
整

備
を
行
う
計
画
を
い
た
し
て
お
り
ま

す
。

　
一
方
、
畜
産
経
営
環
境
整
備
事
業

に
つ
き
ま
し
て
は
、
昭
和
五
十
九
年

度
か
ら
六
十
年
度
の
ニ
カ
年
に
わ
た

り
、
畜
産
経
営
が
周
辺
の
生
活
環
境

に
及
ぼ
す
影
響
等
を
調
査
し
、
併
せ

て
農
家
の
要
望
を
取
り
ま
と
め
の
う

え
、
事
業
計
画
を
策
定
い
た
し
ま
し

た
。
こ
の
事
業
は
、
白
石
市
並
び
に

七
ケ
宿
町
の
範
囲
で
広
域
的
に
県
営

事
業
と
し
て
宮
城
県
農
業
公
社
が
事

業
主
体
と
な
り
、
昭
和
六
十
一
年
度

か
ら
六
十
三
年
度
ま
で
の
三
力
年
で

実
施
す
る
計
画
で
あ
り
ま
す
。
臼
石

市
の
事
業
内
容
に
つ
き
ま
し
て
は
、

農
道
整
備
と
有
畜
農
家
の
草
地
、
飼

料
畑
の
整
備
、
さ
ら
に
堆
肥
舎
等
の

処
理
施
設
と
機
械
の
導
入
を
行
う
も

の
で
あ
り
ま
す
。
こ
の
総
事
業
費
は

八
億
一
千
万
円
で
、
昭
和
六
十
一
年

度
の
事
業
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
農

道
三
住
即
安
線
延
長
二
千
三
百
五
十

メ
ー
ト
ル
と
不
忘
栗
駒
泉
線
延
長
二

千
八
百
五
十
メ
ー
ト
ル
を
整
備
し
、

併
せ
て
家
畜
の
排
泄
物
処
理
施
設
と

機
械
等
で
二
億
円
を
見
込
ん
で
お
り

ま
す
。
ま
た
昭
和
六
十
二
年
度
は
、

一
億
八
千
万
円
、
昭
和
六
十
三
年
度

四
億
三
千
万
円
が
見
込
ま
れ
て
お
り

ま
す
。
こ
の
事
業
に
よ
っ
て
畜
産
経

営
に
起
因
す
る
環
境
汚
染
を
防
止
し
、

畜
産
の
排
泄
物
処
理
を
効
率
化
し
、

農
地
還
元
と
土
づ
く
り
を
促
進
し
て

安
定
し
た
複
合
経
営
を
目
指
す
も
の

で
あ
り
ま
す
。

　
意
識
調
査
の
結
果
か
ら
も
、
農
業

を
専
業
と
し
て
続
け
た
い
と
い
う
方
、

専
業
を
志
向
す
る
農
家
が
相
当
の
高

い
率
を
占
め
て
い
る
こ
と
が
判
明
し

て
お
り
、
農
村
総
合
整
備
モ
デ
ル
事

業
及
び
畜
産
経
営
環
境
整
備
事
業
に

よ
っ
て
、
真
に
魅
力
あ
る
農
村
を
築

き
農
業
者
が
意
欲
と
希
望
を
持
っ
て

農
業
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
け
る
よ

う
に
と
願
っ
て
お
り
ま
す
。

　
道
路
の
改
良
、
舗
装
を
積
極
的
に

進
め
、
道
路
網
を
整
備
す
る
こ
と
は
、

交
通
の
安
全
と
市
民
の
快
適
な
生
活

を
向
上
さ
せ
る
う
え
に
大
き
く
貢
献

す
る
も
の
と
考
え
ま
す
。

　
本
市
は
、
毎
年
財
政
の
許
す
限
り

に
お
い
て
市
道
の
整
備
に
努
め
て
ま

い
り
ま
し
た
。
現
在
市
道
総
延
長
四

百
六
十
・
三
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
約
七

十
一
マ
五
パ
ー
セ
ン
ト
に
当
た
る
三

百
三
十
四
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
が
舗
装
済

み
で
、
主
要
道
路
の
殆
ん
ど
が
舗
装

道
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
昭
和
六
十
一
年
度
中
に
実
施
す
る

主
な
道
路
事
業
は
、
昭
和
五
十
七
年

度
か
ら
の
継
続
事
業
で
あ
る
市
道
菊

面
石
線
の
雪
寒
事
業
と
し
て
の
延
長

五
百
二
十
八
・
一
三
メ
ー
ト
ル
の
拡

巾
改
良
並
び
に
特
改
四
種
事
業
と
し

て
延
長
六
百
メ
ー
ト
ル
の
舗
装
、
特

改
一
種
事
業
と
し
て
百
六
十
メ
ー
ト

ル
の
橋
梁
工
事
で
あ
り
ま
す
。
こ
の

継
続
事
業
の
完
了
は
昭
和
六
十
二
年

度
で
、
巾
員
七
メ
ー
ト
ル
延
長
三
千

七
百
メ
ー
ト
ル
の
市
道
が
完
成
い
た

し
ま
す
。

　
ま
た
、
市
道
平
栗
山
崎
線
も
昭
和

六
十
一
年
度
雪
寒
事
業
と
し
て
着
工

し
、
全
体
延
長
二
千
七
百
六
十
五
メ

ー
ト
ル
の
う
ち
初
年
度
は
八
百
メ
ー

ト
ル
の
拡
巾
工
事
を
施
行
い
た
し
ま

す
。
な
お
、
そ
の
他
市
道
に
つ
き
ま

し
て
も
可
能
な
限
り
舗
装
、
改
良
等

を
加
え
、
交
通
の
安
全
と
利
便
の
確

保
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

h
一
司

t

　
白
石
川
河
川
敷
地
利
用
に
ょ
る
公

園
緑
地
整
備
事
業
は
、
昭
和
六
十
年

度
に
野
球
場
、
園
路
、
植
栽
工
事
を

施
行
し
多
く
の
市
民
か
ら
ご
利
用
頂

き
好
評
を
得
ま
し
た
。
昭
和
六
十
一

年
度
は
、
陸
上
競
技
場
の
建
設
に
着

工
い
た
し
ま
す
が
、
こ
の
競
技
場
は
、

四
百
メ
ー
ト
ル
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
、
ラ

グ
ビ
ー
、
サ
ッ
カ
ー
競
技
に
も
兼
用

で
き
、
総
事
業
費
は
、
約
二
億
円
、

昭
和
六
十
二
年
度
完
成
の
予
定
で
あ

り
ま
す
。

『

秤
、

　
本
市
に
お
け
る
六
十
五
歳
以
上
の

高
齢
者
は
五
千
五
百
名
を
超
え
、
市

内
人
口
に
占
め
る
割
合
は
十
三
パ
ー

セ
ン
ト
と
他
都
市
に
比
較
し
て
著
し

く
高
く
、
今
後
に
お
け
る
高
齢
者
対
策

が
重
要
な
課
題
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
市
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
高
齢
者

福
祉
対
策
の
一
つ
と
し
て
、
移
動
入

浴
車
に
よ
り
、
ね
た
き
り
老
人
に
訪

問
入
浴
サ
ー
ビ
ス
を
行
っ
て
お
り
ま

す
が
、
昭
和
六
十
一
年
度
か
ら
こ
れ

を
さ
ら
に
拡
大
し
、
在
宅
老
人
の
孤

立
感
の
解
消
と
介
護
者
の
身
体
的
精

神
的
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
、
特
別

養
護
老
人
ホ
ー
ム
「
八
宮
荘
」
に
デ

イ
サ
ー
ビ
ス
施
設
を
設
置
し
、
老
人

ホ
ー
ム
施
設
の
機
能
を
ひ
ろ
く
開
放

す
る
と
と
も
に
、
入
浴
サ
ー
ビ
ス
、

食
事
サ
ー
ビ
ス
、
生
活
指
導
、
家
族

介
護
者
教
室
、
輸
送
サ
ー
ビ
ス
等
老

人
の
福
祉
向
上
に
努
め
る
所
存
で
あ

り
ま
す
。

　
ま
た
、
今
議
会
に
提
案
申
し
上
げ

ま
す
が
、
白
石
市
敬
老
祝
金
等
支
給

条
例
の
一
部
を
改
正
し
て
特
別
敬
老

祝
金
制
度
を
新
設
し
、
市
内
に
居
住

3



さ
れ
る
百
歳
以
上
の
高
齢
者
に
対
し
、

年
十
万
円
の
祝
金
を
お
贈
り
し
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
か
つ
て
我
国
観
光
百
選
の
山
岳
の

部
で
第
一
位
に
選
ば
れ
た
実
績
を
持

つ
蔵
王
連
峰
は
、
白
石
市
民
の
誇
り

で
あ
る
と
と
も
に
、
宮
城
県
に
と
っ

て
も
重
要
な
観
光
資
源
で
あ
り
ま
す
。

　
高
速
交
通
網
が
整
備
さ
れ
、
首
都

圏
と
の
時
問
的
距
離
が
大
幅
に
短
縮

さ
れ
た
現
在
、
観
光
の
宝
庫
で
あ
る

蔵
王
の
有
効
活
用
を
図
り
、
地
域
活

性
化
に
つ
な
い
で
い
き
た
い
も
の
と

念
願
し
て
お
り
ま
す
。

　
幸
い
、
商
工
会
議
所
の
諮
間
機
関

で
あ
る
“
明
日
の
自
石
を
つ
く
る
委

員
会
〃
の
積
極
的
な
提
言
と
、
蔵
王

山
麓
観
光
協
議
会
の
一
市
三
町
の
首

長
が
一
体
と
な
っ
た
い
わ
ば
官
民
挙

げ
て
の
県
当
局
に
対
す
る
陳
情
の
結

果
“
蔵
王
リ
ゾ
ー
ト
地
区
基
本
計
画
”

を
県
に
お
い
て
策
定
し
て
い
た
だ
く

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
計
画
は
、
白
石
市
、
川
崎
町
、

蔵
王
町
、
七
ケ
宿
町
に
ま
た
が
る
蔵

王
連
峰
を
対
象
と
し
、
各
種
観
光
施

設
の
整
備
を
図
り
地
域
の
振
興
と
自

然
と
調
和
の
と
れ
た
開
発
を
促
進
す

る
た
め
の
基
本
的
な
下
敷
き
で
あ
り
、

こ
の
計
画
に
基
づ
い
て
各
市
町
が
密

接
な
連
携
を
と
り
な
が
ら
具
体
的
な

実
施
計
画
を
樹
て
、
実
施
に
移
す
手

順
と
な
り
ま
す
。
さ
し
あ
た
り
新
年

度
は
、
広
域
的
な
蔵
王
観
光
開
発
の

緒
に
つ
ノ
・
年
度
で
あ
る
と
い
え
ま
す
。

ノ

　
有
望
企
業
を
多
く
誘
致
す
る
こ
と

は
、
経
済
活
動
を
活
発
化
す
る
だ
け

で
は
な
く
、
人
口
の
流
出
を
防
ぎ
、

地
域
の
活
性
化
を
促
す
こ
と
に
つ
な

が
り
ま
す
。

　
私
は
、
市
政
を
担
当
す
る
に
あ
た

り
、
企
業
の
誘
致
を
重
要
施
策
の
一

つ
と
し
て
標
榜
し
、
そ
れ
な
り
に
努

力
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、

現
在
ま
で
ト
ー
キ
ン
白
石
を
は
じ
め
、

サ
ン
グ
リ
ー
ン
、
栄
レ
ー
ス
、
永
山

工
業
、
ワ
コ
ー
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
、

日
本
粉
化
工
業
等
が
本
市
内
に
進
出

い
た
し
ま
し
た
。
今
後
さ
ら
に
有
望

企
業
が
立
地
し
易
い
条
件
を
整
え
、

誘
致
に
努
め
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。

熟

調
月
司

工
有
恥
目
’

　
国
鉄
は
、
去
る
昭
和
五
十
九
年
一

月
か
ら
白
石
駅
に
お
け
る
貨
物
取
り

扱
い
を
廃
止
い
た
し
ま
し
た
．
．
そ
の

結
果
、
約
一
万
五
千
平
方
メ
ー
ト
ル

の
貨
物
駅
跡
地
が
、
現
在
空
地
と
な

っ
て
お
り
、
国
鉄
は
こ
れ
を
公
共
的

利
用
に
供
す
る
目
的
で
あ
れ
ば
有
償

譲
渡
す
る
方
針
と
の
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

　
私
は
、
こ
の
土
地
が
臼
石
駅
に
近

接
し
、
駅
前
商
店
街
に
も
近
く
、
高

度
利
用
が
可
能
で
あ
る
と
考
え
ま
す

の
で
、
財
政
事
情
を
に
ら
み
な
が
ら
、

で
き
る
だ
け
早
期
に
こ
れ
を
購
入
取

得
し
、
地
域
活
性
化
の
た
め
役
立
て

た
い
も
の
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

ノ
f
τ
経
叙
も
9
、

　
行
政
改
革
は
、
国
、
地
方
を
通
じ

て
実
行
が
迫
ら
れ
て
い
る
重
要
な
課

題
で
あ
り
、
本
市
と
い
た
し
ま
し
て

も
、
自
治
省
の
示
す
方
針
に
そ
っ
て
、

自
主
的
改
革
を
行
う
ベ
ノ
＼
さ
き
に

行
政
改
革
推
進
本
部
並
び
に
行
政
改

革
懇
談
会
を
設
置
し
、
種
々
検
討
協

議
が
重
ね
ら
れ
、
懇
談
会
の
答
申
に

基
づ
い
て
、
事
務
事
業
の
見
直
し
、

民
間
委
託
、
組
織
機
構
の
簡
素
合
理

化
、
定
員
管
理
の
適
正
化
等
、
そ
れ

ぞ
れ
実
施
に
あ
た
っ
て
の
詳
細
且
つ

具
体
的
な
行
政
改
革
大
綱
が
策
定
さ

れ
ま
し
た
。

　
昭
和
六
十
一
年
度
は
、
こ
の
行
革

大
綱
に
基
づ
く
実
施
の
初
年
度
に
あ

た
り
、
出
張
所
の
連
絡
所
へ
の
切
換

え
、
分
室
の
廃
止
、
課
・
係
の
統
廃

合
、
行
政
区
の
統
合
・
分
割
へ
の
準

備
等
が
予
定
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　
い
ず
れ
も
、
市
制
施
行
以
来
の
大

規
模
な
改
革
で
あ
り
、
実
施
に
あ
た

っ
て
は
、
幾
多
の
困
難
が
予
想
さ
れ

ま
す
が
、
行
政
改
革
は
、
時
代
の
要

請
で
あ
り
、
市
民
各
位
の
ご
理
解
と

全
面
的
な
ご
協
力
を
い
た
だ
き
な
が

ら
実
行
し
て
ま
い
る
所
存
で
あ
り
ま

す
。弟

九
昌
劇
’
鱈
・
苓
“
ノ
ヤ
、
’

　
本
年
八
月
二
日
か
ら
六
日
ま
で
の

五
日
間
、
南
蔵
王
山
麓
に
お
い
て
第

九
回
日
本
ジ
ャ
ン
ボ
リ
ー
が
開
催
き

れ
る
こ
と
が
決
定
い
た
し
ま
し
た
。

　
四
年
前
の
昭
和
五
十
七
年
の
第
八

回
に
続
い
て
の
同
地
開
催
と
な
り
ま

す
。

　
参
加
人
員
は
、
隊
員
、
外
国
派
遣

団
、
指
導
者
、
役
員
等
を
含
め
約
三

万
名
で
、
前
回
と
同
規
模
と
な
っ
て

お
り
ま
す
。
第
八
回
の
成
功
に
よ
っ

て
今
回
の
開
催
が
決
定
さ
れ
た
も
の

と
お
も
わ
れ
ま
す
。

　
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
日
本
連
盟
で
は
、

本
年
一
月
中
旬
か
ら
市
役
所
内
に
現

地
事
務
室
を
開
設
し
、
着
々
と
準
備

を
進
め
て
お
り
、
一
方
、
市
と
い
た

し
ま
し
て
も
、
庁
内
に
助
役
を
総
括

責
任
者
と
す
る
「
第
九
回
日
本
ジ
ャ

ン
ボ
リ
ー
支
援
連
絡
会
議
」
を
組
織

し
て
支
援
体
制
を
整
え
、
現
地
事
務

室
と
密
接
な
連
携
を
保
ち
な
が
ら
支

援
業
務
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　
今
回
も
、
参
加
者
並
び
に
見
学
者

に
、
白
石
市
蔵
王
を
深
く
印
象
づ
け

る
た
め
に
も
、
市
民
挙
っ
て
歓
迎
し
、

ぜ
ひ
成
功
さ
せ
た
い
も
の
と
念
願
い

た
し
て
お
り
ま
す
。

　
幸
い
に
し
て
県
の
ご
尽
力
に
よ
り
、

白
石
蔵
王
駅
と
旧
国
道
四
号
線
を
結

ぶ
森
合
雁
狩
橋
線
の
跨
線
橋
本
線
部

分
が
ジ
ャ
ン
ボ
リ
ー
大
会
ま
で
に
完

成
し
、
供
用
で
き
る
見
込
み
で
、
輸

送
に
大
き
く
寄
与
で
き
る
も
の
と
期

待
し
て
お
り
ま
す
。

　
森
合
雁
狩
橋
線
は
、
さ
ら
に
西
へ

八
百
メ
ー
ト
ル
延
伸
し
、
現
国
道
（
バ

イ
パ
ス
）
に
結
ぶ
こ
と
に
よ
っ
て
完

成
と
な
り
ま
す
が
、
一
日
も
早
く
完

成
さ
せ
る
た
め
精
一
杯
の
努
力
を
し

て
ま
い
り
ま
す
。

　
以
上
、
昭
和
六
十
一
年
度
を
迎
え

る
に
あ
た
り
、
主
要
な
施
策
の
概
要
、

市
政
運
営
の
方
針
等
に
つ
い
て
ご
説

明
申
し
上
げ
ま
し
た
が
、
こ
れ
ら
を

遂
行
す
る
に
あ
た
り
ま
し
て
は
、
議

員
諸
賢
を
は
じ
め
市
民
各
位
の
深
い

ご
理
解
と
あ
た
た
か
い
ご
支
援
が
な

け
れ
ば
円
滑
に
推
進
す
る
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
。

　
よ
ろ
し
く
お
力
添
え
を
賜
わ
ら
ん

こ
と
を
切
に
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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ぽ
く
ら
の
街
の
会
社
訪
問

④

SONY

ソ
ニ
ー
自
石
セ
ミ
コ
ン
ダ
ク
タ
㈱

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
▽
白
石
市
字
白
石
沖
㎜

　
「
世
界
の
人
た
ち
に
愛
さ
れ
る
高

品
質
の
製
品
づ
く
り
」
を
モ
ッ
ト
ー

に
世
界
の
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
を
リ

ー
ド
す
る
「
ソ
ニ
ー
自
石
セ
ミ
コ
ン

ダ
ク
タ
㈱
」
　
（
川
名
喜
之
社
長
・
田

中
宏
工
場
長
・
従
業
員
一
七
九
名
）

は
、
ベ
ー
タ
マ
ッ
ク
ス
・
ビ
デ
オ
テ

ー
プ
レ
コ
ー
ダ
ー
を
は
じ
め
と
す
る
、

ソ
ニ
ー
の
主
力
商
品
に
な
く
て
は
な

ら
な
い
、
半
導
体
の
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド

ー
C
（
混
成
集
積
回
路
）
を
生
産
し

て
い
ま
す
。

　
ソ
ニ
ー
自
石
セ
ミ
コ
ン
ダ
ク
タ
は
、

昭
和
四
十
四
年
操
業
を
開
始
し
て
以

　
　
　
　
　
　
蓼

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
燕

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
甜

　／／
　
　
　
　
〃

　
　
　
　
　
　
　
　
縮

　
　
　
　
’

　
　
　
　
硝
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
』

市

長
、

日

誌
－

来
、
高
品
質
の
半
導
体
製
品
を
生
産

し
て
い
ま
す
。
　
「
エ
レ
タ
ト
ロ
ニ
ク

ス
の
急
速
な
進
展
に
伴
い
ハ
イ
ブ
リ

　
ツ
ド
ー
C
な
ど
の
需
要
が
増
え
、
工

場
も
労
働
集
約
型
か
ら
装
置
産
業
型

　
へ
の
移
行
が
進
ん
で
い
ま
す
。
最
近
、

労
働
集
約
的
な
仕
事
は
、
周
辺
の
協

力
会
社
に
任
せ
て
い
ま
す
」
と
田
中

工
場
長
。

　
従
業
員
一
七
九
名
中
そ
の
八
割
が

女
子
で
、
平
均
年
齢
は
男
子
三
十
一

歳
、
女
子
二
十
三
歳
と
、
若
さ
と
活

気
に
満
ち
た
工
場
で
す
。
ソ
ニ
ー
は
、

　
〃
人
を
生
か
す
〃
会
社
と
し
て
知
ら

れ
て
い
ま
す
が
、
ソ
ニ
ー
自
石
で
も
、

・

〃
、
の
精
神
は
日
常
の
経
営
活
動
全
般

に
わ
た
っ
て
生
か
さ
れ
て
い
ま
す
。

夏
ま
つ
り
や
親
睦
旅
行
な
ど
社
内
の

行
事
も
盛
り
だ
く
さ
ん
で
、
単
に
製

品
を
つ
く
る
だ
け
で
な
く
、
若
い
人

の
た
め
の
人
間
形
成
の
場
と
し
て
も
、

理
想
的
な
環
境
を
持
つ
ソ
ニ
ー
白
石
。

　
社
員
の
一
人
ひ
と
り
が
、
　
“
自
分

の
頭
で
考
え
㌦
自
分
の
心
で
感
じ
”

　
存
自
分
の
足
で
歩
く
”
と
い
う
考
え

の
実
践
が
、
技
術
の
進
歩
を
生
み
、
さ

．
ら
に
信
頼
性
の
高
い
、
高
品
質
の
製

品
を
多
数
世
に
送
り
出
し
て
い
ま
す
。

　
　
2
月

21

日
㈹
～
2
2
日
U
b
　
青
森
営
林
局
に

　
　
　
　
　
　
　
　
陳
情

　
京
成
自
石
開
発
か
ら
経
営
移
管
を

う
け
た
N
・
C
6
よ
り
本
年
シ
ー
ズ

ン
あ
け
か
ら
白
石
ス
キ
ー
場
の
大
規

模
な
施
設
の
整
備
及
び
駐
車
場
の
拡

張
を
し
た
い
と
の
申
し
入
れ
を
受
け
、

商
工
観
光
課
長
と
共
に
そ
の
折
衡
に

営
林
局
へ
お
も
む
く
。
山
崎
計
画
課

長
、
福
田
管
理
課
長
と
も
大
変
好
意

的
で
あ
る
。
今
年
冬
か
ら
の
白
石
ス

キ
ー
場
の
活
性
化
が
大
い
に
期
待
さ

れ
る
。

　
　
3
月

3
日
㈲
5
4
日
㈹
　
建
設
省
へ
陳
情

　
自
石
川
河
川
緑
地
公
園
に
61

・
62

年
の
二
年
間
で
造
る
予
定
の
四
百
メ

ー
ト
ル
・
ト
ラ
ッ
ク
、
ラ
グ
ビ
ー
、

サ
ッ
カ
ー
場
兼
用
の
陸
上
競
技
場
の

建
設
に
ゼ
ロ
国
債
で
六
十
年
度
中
に

四
千
万
円
の
事
業
費
が
つ
い
た
こ
と

に
つ
い
て
の
御
礼
と
本
年
度
事
業
費

の
増
額
に
つ
き
陳
情
す
る
。
建
設
省

の
坂
本
河
川
緑
地
課
長
は
、
前
住
宅

都
市
整
備
公
団
の
河
川
緑
地
部
長
で

遠
藤
要
先
生
か
ら
の
強
力
な
要
請
に

よ
り
6
0
年
度
に
野
球
場
を
作
る
た
め

大
変
尽
力
さ
れ
た
方
で
あ
る
。
説
明

申
し
上
げ
る
ま
で
も
な
く
ご
本
人
が

よ
く
承
知
さ
れ
、
む
し
ろ
坂
本
課
長

の
方
か
ら
、
“
ろ
い
ろ
指
示
を
受
け

た
。
感
謝
に
た
え
な
い
。

6
日
㈱
　
県
・
農
政
局
に
陳
情

　
午
前
中
、
か
ね
て
地
区
の
方
々
か

ら
陳
情
を
受
け
て
い
た
中
斎
川
地
区

の
転
作
研
修
セ
ン
タ
ー
の
建
設
の
た

め
、
県
及
び
農
政
局
に
陳
情
に
お
も

む
く
。
財
政
厳
し
く
、
さ
ら
に
県
に

一
年
ニ
カ
所
し
か
こ
な
い
も
の
を
臼

石
市
は
、
5
9
年
三
住
研
修
セ
ン
タ
ー
、

60

年
郡
山
研
修
セ
ン
タ
ー
と
続
け
て

と
っ
て
い
る
た
め
他
の
市
町
村
に
比

し
て
自
石
に
傾
斜
し
す
ぎ
て
い
る
と

の
意
向
が
強
い
。
転
作
に
よ
り
大
豆

を
作
り
、
そ
れ
を
凍
豆
腐
に
加
工
し

て
い
る
地
域
で
あ
る
こ
と
を
強
調
し
、

ね
ば
り
に
ね
ば
る
が
難
攻
不
落
の
感

が
あ
る
。
帰
っ
て
郡
山
研
修
セ
ン
タ

ー
の
落
成
式
に
臨
む
。
地
元
の
方
々

の
喜
び
を
み
る
に
つ
け
中
斎
川
地
区

の
セ
ン
タ
ー
に
つ
き
最
大
の
努
力
を

払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
と
決
意
を
あ

ら
た
に
す
る
。

10

日
㈲
　
市
議
会
定
例
会
が
開
か
る

　
第
二
百
十
七
回
白
石
市
議
会
定
例

会
が
開
か
れ
る
。
第
一
号
よ
り
第
三

十
号
議
案
ま
で
を
提
案
す
る
。
6
1
年

度
の
方
向
づ
け
は
、
施
政
方
針
に
示

し
た
と
お
り
で
あ
る
。

η
日
㈹
　
深
夜
自
宅
の
公
用
電
話
の

　
　
　
　
ベ
ル
が
鳴
る

　
本
年
度
の
特
別
地
方
交
付
税
を
二

億
七
千
二
百
三
万
三
千
円
つ
け
て
い

た
だ
い
た
旨
、
国
会
議
員
の
先
生
方

か
ら
連
絡
を
い
た
だ
い
た
。

　
予
算
見
込
計
上
額
は
、
一
億
九
千

三
百
六
十
九
万
一
千
円
。
日
本
海
側
一

に
雪
害
等
が
あ
り
国
の
財
政
事
情
を

考
え
る
と
多
く
は
望
め
な
い
と
思
っ

て
い
た
の
に
、
実
に
見
込
額
よ
り
七

千
八
百
三
十
四
万
二
千
円
の
増
額
で

あ
る
。
県
地
方
課
及
び
地
元
選
出
の

国
会
の
先
生
方
へ
深
く
謝
意
を
表
し

た
い
。

19

日
㈱
　
白
石
市
土
地
開
発
公
社
理
事
会
7

　
白
石
市
土
地
開
発
公
社
理
事
長

（
助
役
）
に
対
し
、
小
原
西
川
久
保
の

土
地
二
九
、
三
一
八
㎡
の
取
得
を
依

頼
す
る
。
小
原
第
六
ト
ン
ネ
ル
掘
削

の
残
土
に
よ
り
、
こ
の
土
地
を
造
成

し
、
温
泉
の
湯
を
利
用
し
て
、
通
年

利
用
で
き
る
市
営
プ
ー
ル
の
建
設
用

地
に
す
る
た
め
で
あ
る
。
臨
時
市
議

会
を
招
集
し
、
債
務
負
担
行
為
の
ご

承
認
が
得
ら
れ
れ
ば
直
ち
に
土
地
開

発
公
社
に
よ
る
土
地
取
得
に
と
り
か

か
り
た
い
。
市
民
の
永
年
の
希
望
で

あ
っ
た
プ
ー
ル
の
建
設
に
よ
り
、
生

涯
体
育
の
実
践
の
た
め
、
大
き
な
足

が
か
り
と
な
る
こ
と
を
期
待
す
る
。

20

日
㈲
第
二
百
十
七
回
白
石
市
議

　
　
　
　
会
定
例
会
終
る

5



464，723（6．4％）

①市　　税
　2，399弓424

＼（33．4％）入

⑦208，900（2．9％〕

　
　
の
他

そ

歳

7，181，984

単位千円

市
債
出
金
金
入

県
支
入

⑥282，244（4．0％）

⑤403，962（5．6％）

繰

総
　
務
　
費

障
害
者
医
療
費
及
び
母
子
福
祉
対
策

貸
付
金
、
保
育
園
・
児
童
館
の
運
営

費
な
ど
に
二
億
四
百
九
十
万
円
。

諸　収

③国庫支出金

＼
　857，810
　　（12．O％），

　　　　④429，921（6．0％）

②地方交付税

　　2，135，000

　　　（29．7％

○
林
道
の
開
設
、
舗
装
、
林
業
構
造

改
善
事
業
、
市
行
造
林
な
ど
林
業
振

興
の
た
め
に
八
千
八
百
万
円
。

○
農
業
振
興
補
助
・
負
担
金
と
し
て

天
災
資
金
利
子
補
給
、
圃
場
整
備
事

業
に
係
る
利
子
補
給
な
ど
に
三
千
六

百
万
円
、
農
業
祭
及
び
い
も
ち
病
防

除
補
助
金
と
し
て
五
百
万
円
。

○
農
村
総
合
整
備
モ
デ
ル
事
業
に
二

千
四
十
万
円
の
ほ
か
、
地
籍
調
査
、

水
田
利
用
再
編
対
策
事
業
に
八
千
二

百
五
十
万
円
。

O
畜
産
業
振
興
の
た
め
、
福
岡
三
住
、

不
忘
地
区
の
農
道
整
備
に
二
千
三
百

四
十
万
円
。

6

○
仙
南
地
域
広
域
行
政
事
務
組
合
、

公
立
刈
田
綜
合
病
院
に
対
す
る
負
担

金
・
補
助
金
・
出
資
金
合
わ
せ
て
一

億
一
千
六
百
二
十
万
円
。

○
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
、
ガ
ー
ド
レ
ー
ル

な
ど
交
通
安
全
対
策
費
一
千
三
百
万

円
。O

第
九
回
日
本
ジ
ャ
ン
ボ
リ
ー
対
策

費
二
百
七
十
万
円
。

民
　
生
　
費

衛

生
　
費

○
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
八
宮
荘
デ

イ
サ
ー
ビ
ス
施
設
整
備
に
対
す
る
補

助
金
五
千
四
百
八
十
万
円
。

○
生
活
保
護
に
係
る
扶
助
費
二
億
三

千
五
百
五
十
万
円
、
精
神
薄
弱
者
施

設
入
所
援
護
費
一
億
［
千
三
百
六
十

万
円
。

○
身
体
障
害
者
施
設
入
所
援
護
費
、

福
祉
手
当
な
ど
に
六
千
二
百
五
十
万

円
。○

老
人
ホ
ー
ム
入
所
措
置
費
、
老
人

ク
ラ
ブ
活
動
費
助
成
金
及
び
老
人
福

祉
セ
ン
タ
ー
運
営
費
な
ど
に
一
億
八

千
六
百
五
十
万
円
。

○
児
童
手
当
、
乳
幼
児
・
重
度
心
身

○
老
人
保
健
特
別
会
計
へ
の
老
人
医

療
費
に
係
る
繰
出
金
七
千
五
百
万
円
、

予
防
医
療
及
び
市
民
の
健
康
づ
く
り

推
進
費
用
な
ど
に
六
千
百
四
十
万
円

の
ほ
か
、
ご
み
・
し
尿
処
理
な
ど
に

係
る
仙
南
地
域
広
域
行
政
事
務
組
合

負
担
金
と
し
て
二
億
三
千
六
百
九
十

万
円
。

由
、
ワ

rに

y
」

　
本
市
が
今
後
取
り
組
ま
ね
ば
な
ら

な
い
仕
事
は
数
多
く
あ
り
ま
す
が
、

市
の
大
切
な
収
入
で
あ
る
市
税
、
地

方
交
付
税
は
低
い
伸
び
率
に
と
ど
ま

る
も
の
と
予
想
さ
れ
る
う
え
、
国
、
県

支
出
金
の
補
助
負
担
率
の
引
き
下
げ

が
昨
年
に
引
き
続
き
行
わ
れ
る
な
ど
、

労
　
働
　
費

商

工

費

○
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
及
び
働
く
婦

人
の
家
の
管
理
運
営
費
、
失
業
対
策

事
業
費
、
勤
労
者
の
福
祉
充
実
の
た

め
の
貸
付
金
な
ど
に
二
千
二
百
万
円
。

農
林
水
産
業
費

○
農
道
、
溜
池
の
改
修
、
維
持
補
修

な
ど
農
業
施
設
の
整
備
に
三
千
二
百

八
十
万
円
。

○
中
小
企
業
経
営
資
金
の
円
滑
化
を

図
る
た
め
の
貸
付
金
五
千
五
百
万
円
、

商
工
会
議
所
、
観
光
協
会
運
営
費
と

し
て
八
百
五
十
万
円
の
ほ
か
、
全
日

本
こ
け
し
コ
ン
ク
ー
ル
及
び
乾
め
ん

祭
負
担
金
、
春
・
夏
ま
つ
り
補
助
金

な
ど
に
六
百
万
円
、
卸
売
市
場
事
業

特
別
会
計
繰
出
金
と
し
て
二
千
九
百

三
十
万
円
。

○
小
原
温
泉
遊
歩
道
、
臼
石
ス
キ
ー

場
駐
車
場
新
設
及
び
森
合
雁
狩
橋
線

高
架
橋
こ
け
し
塔
設
置
工
事
に
一
千

六
百
四
十
万
円
。

編
2

鱗
凝

厳
し
い
財
政
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
た
め
、
経
費
の
節
減
を
さ
ら
に

進
め
る
一
方
、
市
の
借
金
で
あ
る
市

債
の
借
り
入
れ
を
行
っ
た
り
、
積
立

金
を
取
り
崩
す
な
ど
の
や
り
繰
り
を

し
て
、
財
源
の
確
保
に
努
め
て
お
り

ま
す
。

　
歳
入
歳
出
予
算
の
概
要
は
次
の
と

お
り
で
す
。

予
備
費
　
6
7
0
万
5
千
円

土

木
　
費

○
生
活
環
境
整
備
の
た
め
、
道
路
・

橋
梁
な
ど
の
新
設
、
改
良
、
維
持
補

修
費
と
し
て
三
億
八
百
二
十
万
円
。

O
都
市
計
画
事
業
の
新
幹
線
駅
前
西

地
区
区
画
整
理
、
中
河
原
白
石
沖
線

街
路
事
業
及
び
陸
上
競
技
場
兼
サ
ッ

カ
ー
競
技
場
の
整
備
を
行
う
自
石
川

緑
地
事
業
に
三
億
四
千
八
百
八
十
万

円
。

火
の
見
櫓
新
設
工
事
な
ど
に
六
千
百

二
十
万
円
、
仙
南
地
域
広
域
行
政
事

務
組
合
負
担
金
と
し
て
九
千
八
百
八

十
万
円
。

災
害
復
旧
費

教
　
育
　
費

災
害
復
旧
費
　
1
、
4
3
4
万
5
千
円

労
働
費
　
5
、
9
3
7
万
2
千
円

消
防
費
　
1
億
6
、
0
5
8
万
3
千
円

議
会
費

商
工
費

1
億
7
、
2
0
0
万
2
千
円

1
億
7
、
5
5
7
万
6
千
円

衛
生
費
　
5
億
4
5
万
7
千
円

農
林
水
産
業
費
　
5
億
2
、
0
9
3
万
3
千
円

公
債
費
　
8
億
1
、

1
7
2
万
7
干
円

土
木
費

10

億
2
、
4
5
0
万
2
千
円

総
務
費
　
1
1
億
1
、
0
7
5
万
8
千
円

民
生
費

2
立
思
7
、

5
2
1
万
8
干
円

教
育
費
　
1
3
億
4
、
9
8
0
万
6
千
円

億
1
7
1
6
1
5
M
1
3
1
2
1
1
1
0

9
8
7
6
5
4
3
2
1

○
中
学
校
施
設
整
備
五
力
年
計
画
の

二
年
目
と
し
て
、
東
中
学
校
校
舎

建
設
事
業
に
三
億
七
百
四
十
万
円
を

は
じ
め
、
小
・
中
学
校
の
教
材
、
備

品
及
び
学
校
・
幼
稚
園
施
設
の
改
良
、

補
修
に
四
千
九
十
万
円
、
公
民
館
、

図
書
館
な
ど
の
社
会
教
育
関
係
に
一

億
三
千
八
百
七
十
万
円
。

〇
六
十
年
六
月
の
台
風
六
号
に
よ
る

根
岸
川
外
三
カ
所
の
復
旧
経
費
一
千

四
百
三
十
万
円
。

消
　
防
　
費

O
非
常
備
消
防
費
、
動
力
ポ
ン
プ
、

公
債
費

○
市
の
借
金
で
あ
る
市
債
及
び
一
時

借
入
金
に
係
る
元
金
、
利
子
返
済
金

八
億
二
千
九
百
万
円
。

〉国民健康保険特別会計

　　18億745万円

　　（対前年度比6，575万9千円の減）

〉簡易水道事業特別会計

　　1，264万1千円

　　（対前年度比15万4千円の増）

〉下水道事業特別会計

　　5億4，012万6千円

　　（対前年度比9，439万円の増）

〉地方卸売市場事業特別会計

　　3，829万3千円

　　（対前年度比113万3干円の減）

〉老人保健特別会計

　　14億7，688万3千円

　　（対前年度比1億6，178万5千円の増

〉水道事業会計

　　収益的収入　　　　3億3，284万7千円

　　収益的支出　　　　3億357万2千円

　　資本的収入　　　7，077万円

　　資本的支出　　　1億6，613万5千円

7



春の交通安全県民総ぐるみ運動

☆期間　4月6日（日）～4月15日（刈

　　交通安全は茶の間から

☆
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
・
ヘ
ル
メ
ッ
ト
着
用
の
徹
底

☆
新
入
学
（
園
）
児
を
中
心
と
し
た
子
供
と

　
　
　
5
』
　
　
、
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止

　
　
　
に
し
で
ざ
ニ

　
　
　
　
｛
、
豊
汁
　
　
　
　
　
鮒

ゴ
冒

　
　
　
　
｝

f
　
　
　
　
　
　
　
ド

テ
、
亀
ド
』
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
　
ド
ド

　
　
　
　
　
L
、
一
　
　
　
　
藩
」

☆
二
輪
車
を
中
心
と
し
た
無
謀
運
転
の
追
放

交通事故防止コンクールを実施中
尋ぐ

き

■％1■■■

〉実施期間　61年4月1日から62年3月31日まで（1年間）

　　　　　　●1カ月毎に結果発表（支部発行の広報紙）

　　　　　　●3カ月毎に優秀分会表彰

〉主　　催　白石地区交通安全協会臼石支部、臼石警察署

〉後　　援　臼石地区交通安全協会、白石市、白石地区安全運転

　　　　　管理者会

昭和61年全国交通安全年間スローガン

つ
一

f
一
ー

　
サ
ラニ

『
’

ミ
ド」帽し文術守

」

（運転者向け）

㊥τ⊃／〆　卜△、liβ　　 与曇L二〉：yゐ

（歩行者・自転車乗用者向け）

轡「静』ゑ「『）け ζ1　で》』ノ更、亡

（こども向け）

襲亡1σ1唱しiび　、、，1ン ，、 n（▽

スパイクタイヤの催用規割り一．’｝’

　　　宮城県道路交通規則によりスパイクタイヤの不必要

　　な期間の使用規則が、次のとおり定められました。

鞭爾難1蛙　　4月1日から11月30日まで（県内全域）

離路面き1齢

ヤ杢3碑クよ！

橘ウト？．臨、　、』き転

塾肱き磁を！．

自動車及び原付自転車
反則金適用）

蛸嶽肇

適騰壕1㌃1
●積雪や凍結ですべるおそれがある道路を
通行する必要があるとき。

●緊急車や身体上の障害がある場合など、
　やむを得ないとき。
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市
は
、
昨
年
十
月
に
行
財
政
の
合
理
化
、
効
率
化
を
目
指

す
白
石
市
行
政
改
革
大
綱
を
策
定
し
、
こ
れ
を
推
進
し
て
お

り
ま
す
。

　
三
月
号
に
引
き
続
き
窓
ロ
事
務
の
概
要
を
お
知
ら
せ
い
た

し
ま
す
。

市
民
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
，

苧
傑
縫
螂
麟
隻
纈
醜
冨
鋤
ス
御
／
暑
卜

市
長
の
事
務
部
局
で
は
、
従
来
の

「
保
険
課
」
と
「
衛
生
課
」
が
統
合

さ
れ
、
四
月
一
日
か
ら
．
「
保
健
衛
生

課
」
と
し
て
新
た
に
ス
タ
ー
ト
し
ま

し
た
。

▽
保
健
衛
生
課
の
所
管
す
る
事
務
は
、

　
従
来
の
衛
生
課
で
担
当
し
て
き
た

事
務
の
ほ
か
、
新
し
く
国
民
健
康

　
保
険
税
を
除
く
「
国
民
健
康
保
険

　
事
業
（
国
民
健
康
保
険
者
証
の
発

　
行
及
び
検
認
・
保
険
の
給
付
な
ど
）
」
、

社
会
福
祉
事
務
所
か
ら
「
老
人
保

健
医
療
給
付
事
務
」
　
「
高
額
療
養

費
貸
付
事
務
」
等
を
移
管
し
、
市

　
民
の
医
療
と
保
健
事
業
の
窓
口
を

　
一
本
化
し
、
皆
さ
ん
に
対
す
る
サ

　
ー
ビ
ス
の
向
上
に
努
め
る
こ
と
に

し
ま
し
た
。

　
た
だ
し
、
国
民
健
康
保
険
被
保

険
者
の
資
格
得
喪
・
保
険
者
証
の

交
付
、
助
産
費
、
葬
祭
費
の
支
給

な
ど
は
、
従
来
ど
お
り
「
市
民
課
」

　
で
行
い
ま
す
。
な
お
、
　
「
保
健
衛

生
課
」
は
、
市
役
所
隣
の
健
康
セ

　
ン
タ
ー
内
に
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

▽
保
険
課
か
ら
税
務
課
に
移
管
す
る

事
務
は
「
国
民
健
康
保
険
税
の
賦

　
課
・
徴
収
」
な
ど
保
険
税
に
関
す

　
る
事
務
で
、
四
月
一
日
か
ら
税
務

課
が
窓
口
と
な
り
ま
し
た
。
係
名

　
は
「
国
民
健
康
保
険
税
係
」
で
す
。

壷
『
鐸
籍
に
関
ず
る
肖
も
シ
臨
は
、

　
　
　
　
血
薦
騰
珊
蘇
へ
騨
智
つ
副
ぐ

▽
戸
籍
事
務
の
よ
り
効
果
的
な
サ
ー

ビ
ス
処
理
を
行
う
た
め
、
四
月
一

　
日
か
ら
市
民
課
窓
口
が
充
実
さ
れ

ま
す
。

　
市
民
課
窓
口
で
は
、
戸
籍
事
務

　
の
集
中
処
理
を
図
り
、
す
み
や
か

　
に
交
付
手
続
き
が
な
さ
れ
る
よ
う

　
に
な
り
ま
し
た
。

　
戸
籍
に
関
す
る
こ
と
は
、
市
民

課
窓
ロ
ヘ
、
お
い
で
く
だ
さ
い
。

ム堂

事
鵬
蓮
惣
縄
助
腕
療
脚

　
　
　
　
ス
タ
ー
し

　
機
構
改
革
に
よ
り
越
河
、
斎
川
、

大
鷹
沢
、
自
川
、
小
原
に
事
務
連
絡

所
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

．
▽
各
事
務
連
絡
所
の
主
な
仕
事
の
内

　
容
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

、
O
各
種
証
明
事
務
の
う
ち
、
特
に
、

　
身
近
か
で
利
用
度
が
高
い
戸
籍
謄

　
抄
本
、
住
民
票
写
、
印
鑑
証
明
な

　
ど
は
、
本
庁
か
ら
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ

　
を
も
っ
て
電
送
さ
れ
、
従
来
ど
お

　
り
、
交
付
い
た
し
ま
す
。
ご
利
用

　
く
だ
さ
い
。

○
各
事
務
連
絡
所
の
こ
の
証
明
事
務

　
は
、
地
区
の
方
々
に
限
ら
ず
他
地

　
区
の
方
々
も
ご
利
用
で
き
る
新
し

　
い
交
付
事
務
で
す
。

○
事
務
連
絡
所
で
は
、
地
区
の
各
種

　
団
体
の
お
世
話
、
指
導
な
ど
を
従

　
来
ど
お
り
行
い
ま
す
。

○
事
務
連
絡
所
の
職
員
は
、
公
民
館

　
職
員
を
併
任
し
、
公
民
館
活
動
の

　
推
進
を
図
り
ま
す
。
事
業
の
実
施

　
に
あ
た
り
、
規
模
に
応
じ
て
中
央

　
公
民
館
と
連
絡
を
密
に
し
、
応
援

　
態
勢
な
ど
も
含
め
た
事
業
協
力
に

　
よ
り
、
さ
ら
に
一
層
社
会
教
育
活

　
動
が
強
化
・
充
実
さ
れ
ま
す
。

燭
撫
揃
F
潮
南
鰯
帽
盟
憾
悸
慰
牽
”
繭

　
　
　
い
“
串
？
癌
輸
奮
鳳
　
　
開
鰯

▽
福
祉
作
業
所
「
や
ま
ぶ
き
園
」
が

　
誕
生
し
ま
し
た
。
こ
の
作
業
所
は
、

　
一
般
企
業
に
雇
用
さ
れ
る
こ
と
が

　
困
難
な
心
身
に
障
害
の
あ
る
方
々

　
に
生
活
訓
練
及
び
授
産
指
導
を
行

う
施
設
で
す
。
運
営
管
理
は
、
白

石
市
心
身
障
害
児
育
成
会
に
委
託

　
し
、
四
月
一
日
に
開
所
式
が
開
催

　
さ
れ
ま
す
。

噺
λ
爺
矯
衛
畢
総
票
織
、
奄
穿
シ
地
曲
り

　
移
動
入
浴
事
業
は
、
四
月
一
日

　
か
ら
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
「
八

宮
荘
」
に
委
託
し
て
行
い
ま
す
が
、

　
従
来
ど
お
り
運
転
業
務
員
、
看
護

婦
、
介
助
員
の
三
人
体
制
で
、
各

家
庭
を
訪
問
し
、
家
庭
で
入
浴
す

　
る
こ
と
が
困
難
な
老
人
に
対
し
て

　
入
浴
サ
ー
ビ
ス
を
実
施
し
ま
す
。

　
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

鋤
　
轄
、
雇

　
r

　
畔
　
　
　
　
　
監
　
　
　
　
　
‘

　
　
　
　
　
　
世
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
芯

　
　
　
　
　
　
F

　
　
　
　
　
　
　
　
　
■
L
～

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
き

膨繭醐

9



【
材
料
】
　
（
5
人
分
）

　
ジ
ャ
ガ
イ
モ
㈲
5
コ
、
玉
ね
ぎ
㎜

9
、
に
ん
じ
ん
蹴
9
、
シ
ラ
ス
5
0
9
、

ス
キ
ム
ミ
ル
ク
大
さ
じ
5
、
バ
タ
ー

30

9
、
小
麦
粉
、
パ
ン
粉
、
卵
、
揚

げ
油
。

【
作
り
方
】

①
ジ
ャ
ガ
イ
モ
は
、
皮
の
ま
ま
煮
て

　
や
わ
ら
か
く
な
っ
た
ら
水
を
す
て
、

　
あ
つ
い
う
ち
に
皮
を
む
き
、
つ
ぶ

　
し
て
お
く
。

②
玉
ね
ぎ
、
に
ん
じ
ん
は
、
荒
い
み

　
じ
ん
切
り
に
し
て
バ
タ
ー
で
い
た

　
め
シ
ラ
ス
を
入
れ
、
次
に
ス
キ
ム

　
ミ
ル
ク
を
入
れ
る
（
塩
分
は
シ
ラ

　
ス
に
含
ま
れ
て
い
る
の
で
別
に
入

　
れ
な
く
て
も
よ
い
）
。

妙め物の油の量と揚げ油の吸収率

㊥
が
曝
＠
鴎
　
　
　
罷
稲
彗
る
と
2
。
，
（
大
さ
じ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
っ
た
く
油
を
摂
ら
な
い
の
も
よ

〆
L
．

ギ
じ
“
・
コ
購
ッ
ケ
　
　
　
ー
な
い
し
、
多
す
ぎ
て
も
い
ろ
い
ろ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
害
が
で
て
き
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③
①
に
②
を
ま
ぜ
合
わ
せ
、
8
コ
分
　
　
多
か
ら
ず
少
な
か
ら
ず
、
毎
日
、

　
　
　
　
　
　
　
　
荊
　
　
　
に
分
け
て
コ
ロ
ッ
ケ
の
形
を
作
り
　
適
当
な
量
の
油
を
摂
る
よ
う
に
し
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
地
　
　
打
妙
め
物
の
油
の
量
と

　
　
　
　
　
　
　
　
菊
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
揚
げ
油
の
吸
収
率
U

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
油
を
上
手
に
使
い
ま
し
ょ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
油
の
1
日
の
必
要
量
（
成
人
）
は
、

菊地喜栄子さん（大平）

種 類

妙
め
物

揚

げ

物

和風妙め煮

ムニエル

チャーハン

野菜ソテー

中国風妙め物

かにたま

中国風妙り卵

素揚げ

唐揚げ

天ぷら（精進揚げ）

フリッター、フライ

はるさめ揚げ

油の量』及び畷双率（％）

4～6
4～5
6～8

8～10
10～15

20

25

3～5
6～8
13～17

17～20
25

◇

消費生活モニター調査結果 調査日：昭和61年4月1日　白石市

◇

晶 名

1．砂 糖

2．しよ　う油
3．サラダ油
4．小　麦　粉
5．食　パ ン

6．マーガリン
7．牛 L一子

タバ亀

9．　ティッシュペーパー

10．ラ　ッ　フ。

11．プロパンガス

12，カレーライス

13．理　髪　料
14．パーマネント料

15．灯 由

〃

16．　レギュラーガソリン

17．軽 由

18．A　重　油

銘柄　　規絡
上　白　糖　　　1kg

本醸造上縁濃口　1．84
（びん代込み）

ポリ容器入り　700g

薄　力　粉　　　1kg

並　　　食　　　1袋

ソフトカルトン入り　　225g

紙容器入り　1，000co

カルトン入り　　225g

400枚（200組）紙箱入り

幅30cm長さ20m（一巻）

10㎡ （気体）

並　　　食　　（一皿）

小学生調髪（洗髪を含む）

コールド（ショートカット及
び一ヒット含む）

店頭価格　　1溺
配達料込み　　　1麗

1　4　　現　　金
1　　4　　現　　金

1　召　　現　　金

最高値
280円
500

440

240

170

218

280

440

180

238

5．140

450

1，800

6，000

1，380

1，380

142

98

80

最低値
258円
418

358

205

150

185

208

378

130

160

5，000

450

1，400

4，500

1，150

1，150

138

92

66

平均値
273円
460

387

222

155

202

243

398

154

193

5，064

450

1，600

5，350

1，210

1，247

140

95

72

前艀均廼格

273円
461

389

221

155

203

243

400

153

193

5，070

450

1，600

5，350

1，211

1，249

140

95

73

対翻価雛

一％
△0，2

△0．5

0。5

△0．5

△0。5

0．7

△0．1

△0，1

△0。2

△1．4

備 考

上昇品目：小麦粉、テ

ッシュペーパー

下降品目：しょう油、

サラダ油、マーガリン、

バター、プロパンガス、

灯油、重油

横ばい品目：砂糖、食

ノぐン、牛￥し、　ラップ、

カレーライス、理髪料、

パーマネント料、レギ

ュラーガソリン、軽油

ノノ

料金改正のお知らせ

昭和61年4月1日からし尿汲取料金等が改正されます

　し尿汲取りに要する費用、処理施設の維持管理費等の増嵩により今回料金の改正を行うことに

なりました。

　また、し尿浄化槽の保守点検及び清掃手数料や衛生センターにごみを持込む場合の料金等も、

4月1日から次のとおりとなります。

1．し尿汲取手数料
種　　　別

し尿汲取券
　20ゑ

改正　前

70円

改正後
80円

・備 考

3月中に申込みをされても、
ります。

4月1日からの汲取分については新料金とな

・2．し尿浄化槽保守点検手数料
　保守点検料

※改正前の70円券をお持ちの方は、差額10円の汲取補助券をお求めの上ご使用下さい。

薬品　代

人槽区分
20人槽以下のもの

21人槽～50人槽のもの

51人槽～IOO人槽のもの
101人槽～300人槽のもの

301人槽～500人槽のもの

改疋　前
年間8，000円

年間9，200円

年間13，800円

年間15，000円

年間33，600円

改正後
年間12，000円

年間14，000円

年間21，000円

年間23，000円

年間50，000円

改疋前
20人槽以下のもの
　1人槽につき180円

その他のもの

　1人槽にっき120円

敬　　疋　　後

20人槽以下のもの1人槽につき
　　　　　　　　　　　200円

20人槽を超えるもの1人槽につき
　　　　　　　　　　　150円
を20人槽までの金額に加算した金額

3．し尿浄化槽清掃手数料
清　掃料 汚泥汲取料

改 斑 前

曝気漕10人以下のもの1人槽につき150円
その他のもの　　　　　〃　　　　　200円

改 正 後

20人槽以下のもの1人槽につき200円
21人槽以上のもの 230円，

き
す

つ
は
な

こ
満
み

こ
未
レ

0
0
D

2
2
2

改蓬前

70円

改麗後

80円

4．ごみ処理手数料（衛生センターに持込み）
　　　　　　　　　　　　　　　（一般廃棄物）

区 分

60kg以上　　100kg未満
100kg以上　　500kg未満

500kg以上　　800kg未満

800kg以上　1，000kg未満

1，000kg以上　　100kg増す毎

改正前
200円
400円
700円

1，000円

100円

改正後
300円
600円

1，100円

1，500円

150円
　　　　※1，000kg以上で、100kg未満は、100kgとみなす。

5．動物死体焼却手数料

※引越し、大掃除等で一度に大量の「ごみ」が生じた

　場合で直接衛生センターに搬入する場合。

※事業系一般廃棄物を搬入する場合。

※一般家庭で集積所に出す「ごみ」については従来ど

　おり無料です。

種別
犬

亜
田

改正前
1体につき500円
1体につき300円

改疋後
1体につき1，000円
1体につき　600円

※登録していない犬は引き受けません。

O浄化槽は法律により保守点検及び清掃が義務

　づけられています。

O一般廃棄物（ごみ・し尿等）の収集・運搬処

　理を業とするものは市の許可が必要です。

○浄化槽の清掃を業とするものは市の許可が必

　要です。

O粗大ごみは取り扱っておりません。

O浄化槽の設置には届出が必要です。

仙南地域広域行政事務組合

白石衛生センター

　　　　　　第一事業所（し尿）

　　　　　　第二事業所（ごみ）

TEL（7）2111

TEL（5）4050

ノ0



宙

昆

曹

賜

　
　
　
東
日
本
で
唯
一
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
は
る
さ
め
生
産
工
場

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㈱
自
石
食
品

　
サ
ラ
ダ
、
中
華
料
理
、
な
べ
料
理
や
三
杯
酢
に
使
わ
れ
る
「
は
る
さ

．
め
」
の
生
産
が
、
東
日
本
て
唯
一
の
「
ば
る
さ
め
生
産
工
場
”
㈱
白
石

食
品
（
大
場
茂
男
社
長
・
従
業
員
四
七
名
）
▼
白
石
市
福
岡
蔵
本
字
堂

形
二
一
H
て
行
わ
れ
、
従
業
員
た
参
に
よ
っ
て
運
ぱ
れ
、
天
日
干
し
に

さ
れ
る
「
は
る
さ
め
」
が
、
春
の
日
射
し
を
浴
び
な
が
ら
、
滝
の
白
糸
の
美

し
0
、
白
0
ス
ダ
レ
の
よ
う
に
蔵
王
お
ろ
し
の
属
に
揺
れ
て
0
ま
す
。

　
こ
の
全
国
で
も
珍
し
い
「
は

る
さ
め
」
生
産
工
場
”
白
石
食

品
は
、
昭
和
三
十
九
年
操
業
を

開
始
し
、
こ
と
し
で
二
十
三
年

目
を
迎
え
、
今
で
は
地
元
の
ユ

二
ー
ク
な
地
場
産
業
の
ひ
と
つ

・
と
な
っ
て
い
ま
す
。

「
白
石
の

欺レ

一志オ　1，｝『一、，樋♂．

良
質
の
水
と
蔵
王
お
ろ
し
の
風
が
“
は

る
さ
め
づ
く
り
”
に
適
し
て
る
の
で

し
ょ
う
」
と
大
場
社
長
。

　
「
は
る
さ
め
」
は
、
ジ
ャ
ガ
イ
モ
、

サ
ツ
マ
イ
モ
の
で
ん
ぷ
ん
と
、
コ
ー
ン

ス
タ
ー
チ
と
い
う
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の

で
ん
ぷ
ん
な
ど
を
原
料
と
し
た
め
ん

類
で
、
鎌
倉
時
代
か
ら
作
ら
れ
、
昔
、
「

い
く
さ
の
時
の
陣
中
の
貯
蔵
食
料
と

も
さ
れ
た
そ
う
で
す
。

　
原
料
ね
り
、
水
洗
い
、
冷
凍
、
解
、

凍
、
乾
燥
、
切
断
、
包
装
、
出
荷
と

い
う
「
は
る
さ
め
」
の
製
造
工
程
は
、
あ

最
近
、
オ
ー
ト
メ
ー
シ
ョ
ン
化
さ
れ
．
、

は
し
ま
し
た
が
、
「
は
る
さ
め
」
自
体

の
や
わ
ら
か
い
性
質
か
ら
、
繊
細
な
一
．

手
作
業
の
部
分
が
多
く
従
業
員
た
ち

が
手
ぎ
わ
よ
く
さ
ば
い
て
い
ま
す
。

　
製
造
工
程
の
な
か
の
「
は
る
さ
め
㌧

の
天
日
干
し
は
、
春
の
彼
岸
か
ら
最

盛
期
を
迎
え
、
天
気
が
良
く
、
風
の
適
妬

当
に
吹
く
日
に
行
わ
れ
ま
す
が
、
滝
の
心

自
糸
の
よ
う
な
白
い
ス
ダ
レ
が
蔵
王
．

お
ろ
し
の
風
に
揺
れ
て
い
る
光
景
は

春
を
呼
ぶ
風
物
誌
そ
の
も
の
で
す
。

　
生
産
さ
れ
た
「
は
る
さ
め
」
は
、

東
北
六
県
を
は
じ
め
、
首
都
圏
や
関

西
方
面
ま
で
出
荷
さ
れ
、
最
近
で
は

全
国
の
学
校
給
食
の
い
た
め
物
な
ど
．

に
も
広
く
使
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
■

「
は
る
さ
め
」
は
、
県
推
奨
の
優
良

産
品
に
も
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
工
場
の
話
で
は
、
「
ユ
ニ
ー
ク
な
地
』

場
産
業
と
し
て
、
こ
れ
か
ら
も
真
心
・

の
こ
も
っ
た
手
づ
く
り
の
“
は
る
さ
！

め
”
を
作
っ
て
い
き
た
い
」
と
い
う

こ
と
で
す
。
「
は
る
さ
め
」
は
、
白
石

う
ー
め
ん
と
と
も
に
、
街
で
も
自
慢

の
地
場
産
品
と
し
て
期
待
が
寄
せ
ら
』

れ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
ひ
ら
や
ま
じ
ろ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぽ
う
　
　
　
　
　
　
　
　
　
は
ち
す
か
こ
ろ
ご
　

白
石
城
は
平
山
城
で
城
郭
と
し
て
　
坊
の
彼
を
保
護
し
た
蜂
須
賀
小
六
な

、
は
小
規
模
で
、
守
る
よ
り
攻
め
る
場

　
　
　
　
だ

合
の
足
溜
ま
り
的
性
格
の
城
だ
っ
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ろ
う
じ
ょ
う

、
従
っ
て
敵
に
包
囲
さ
れ
て
の
籠
城
と

い
う
経
験
は
少
な
い
。
た
だ
一
回
、

慶
長
五
年
（
一
六
〇
〇
）
七
月
伊
達
政

宗
の
白
石
城
攻
め
だ
け
で
あ
る
。
関

ヶ
原
合
戦
の
直
前
、
石
田
三
成
と
同

　
ど
は
野
伏
の
典
型
で
あ
り
、
戦
国
乱

。
世
時
に
あ
っ
て
は
農
村
の
豪
農
は
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ギ
さ

　
ざ
と
な
れ
ば
刀
槍
鉄
砲
を
携
え
、
郎
㌧

党
を
率
い
て
自
衛
を
講
ず
る
の
は
並
『

通
だ
っ
た
。
小
原
の
野
伏
も
例
外
で

な
く
、
こ
の
時
、
斎
藤
喜
右
衛
門
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
う
た
　
の
　
す
け

小
室
太
郎
右
衛
門
、
半
沢
雅
楽
助
、

盟
し
た
上
杉
景
勝
を
け
ん
制
す
る
た
め
、
斎
藤
平
左
衛
門
、
高
橋
源
兵
衛
、
小

家
康
は
政
宗
に
上
杉
領
の
白
石
城
攻

．
撃
を
命
じ
た
。
岩

7
出
山
城
に
い
た
政

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ζ

宗
は
北
目
城
（
仙

こ
台
市
郡
山
）
に
軍

を
集
結
し
七
月
二

十
四
日
か
ら
白
石

城
を
包
囲
し
攻
撃

心
を
開
始
し
た
。
城

　
の
ぽ
ロ
ざ
か
し
き
ホ
　
か
つ
ゆ
き

将
登
坂
式
部
勝
乃

3
は
伊
達
軍
の
猛
攻

．
に
堪
え
き
れ
ず
、

城
は
一
日
で
落
城

し
翌
日
上
杉
軍
は

降
伏
し
た
。

顎」

　

皿
　
¢

夢蹴鉱鍾ア！，

室
総
次
郎
ら
二
十
騎
が
街
道
の
要
所
・

　　　⑫

小原の野伏（のぶし）

　
　
　
　
　
　
こ
の
戦
の
前
、
上
杉
方

は
米
沢
方
面
と
連
絡
を
と
る
た
め
小

原
～
七
ヶ
宿
街
道
（
白
石
・
小
原
間

、
．
は
鉢
森
峠
越
）
の
確
保
に
つ
と
め
た

が
、
こ
の
連
絡
ル
ー
ト
を
妨
害
し
た

の
が
伊
達
軍
に
昧
方
し
た
小
原
の
野

・
伏
集
団
だ
っ
た
。
野
伏
は
村
居
住
の

在
郷
武
士
団
で
、
よ
く
山
賊
野
盗
の

“
類
と
い
う
が
こ
れ
は
誤
り
で
あ
る
。

　
　
　
　
ひ
よ
し
ま
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ふ
う
ら
い

秀
吉
が
日
吉
丸
と
い
っ
た
こ
ろ
風
来

で
上
杉
兵
を
襲
撃
、

し
、
七
ヶ
宿
村
の

野
伏
も
こ
れ
に
呼

応
し
大
い
に
上
杉
』

軍
の
後
方
連
絡
を

か
く
乱
し
た
。
政

宗
も
野
伏
の
活
動
』

を
聞
き
鉄
砲
な
ど

を
与
え
て
激
励
し
・

て
、
二
十
四
日
の
一

白
石
城
総
攻
撃
ま

で
小
原
街
道
や
越

河
方
面
へ
の
峠
道

の
確
保
を
命
じ
て
い
る
。
彼
ら
は
山
一

　
　
　
　
　
　
に
ん
じ
へ

岳
戦
な
ど
で
は
忍
者
さ
な
が
ら
の
ゲ

リ
ラ
活
動
を
展
開
し
た
。
白
石
城
攻

　
　
　
　
　
　
　
ニ
う
や
　
　
　
か
わ
は
り
　
　
む
あ

め
の
時
、
伊
具
郡
耕
野
・
川
張
・
大

蔵
の
各
村
か
ら
も
野
伏
が
参
戦
し
て

い
る
。
し
か
し
こ
れ
ら
野
伏
も
時
代
．

の
泰
平
化
と
と
も
に
農
民
と
し
て
土
、

着
し
、
村
の
肝
入
組
頭
な
ど
村
役
人
～

層
と
な
っ
た
者
が
多
い
。

　
　
　
　
　
　
（
市
史
編
さ
ん
室
）

’2

、

イ
ド
ル

アわが家の
礁評

レ

寿
一

評㌧凋

》顧
罫

市
民
文
芸

菊地　俊哉ちゃん（白石）

研二さん、孝子さんの長男

ママからひとこと

“素直にたくましく育ってネ

　
歌
　
　
壇
一

そ
ば
に
居
る
た
だ
そ
れ
だ
け
の
安
ら
ぎ
に
慰
め
合
い

て
娘
は
帰
り
ゆ
く
　
　
　
　
　
　
　
山
崎
　
と
く

今
宵
ま
た
気
温
下
る
ら
し
厨
辺
の
蛇
口
ゆ
る
め
て
水

流
し
居
く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
川
村
　
静
恵

小
雪
舞
ふ
日
は
孫
ら
の
置
き
ざ
り
し
玩
具
を
ひ
と
つ

ず
つ
か
た
づ
け
を
り
ぬ
　
　
　
　
　
赤
柄
　
と
し

年
古
り
し
亡
父
の
形
見
の
将
棋
盤
冴
え
し
駒
の
音
を

ふ
と
思
い
出
づ
　
　
　
　
　
　
　
　
佐
藤
　
ひ
で

長
病
み
て
幸
福
う
す
き
姉
の
逝
く
椿
咲
き
満
つ
籔
影

の
道
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
草
野
　
美
沙

旅
先
よ
り
心
痛
め
て
求
め
来
し
観
音
笹
の
新
芽
萌
え

出
づ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
菊
地
　
静
枝

や
わ
ら
か
に
街
を
濡
ら
し
て
小
雨
降
る
わ
れ
の
心
の

和
む
が
如
し
　
　
　
　
　
　
　
　
高
子
　
右
近

玄
関
の
戸
を
開
け
る
た
び
棚
に
置
く
紅
梅
の
香
り
が

ほ
の
か
に
匂
ふ
　
　
　
　
　
　
　
鈴
木
　
い
く

　「ともだちになったかいじゅう」

　やしま　ひろき（福岡小1年）

ハ
ガ
キ
に
住
所
・
氏
名
を
明
記
の
う
え
、
市
総
務
課
総
務
係
（
臼
石
市
桜

小
路
三
五
）
へ
。
短
歌
・
俳
句
の
併
記
は
不
可
。

※
行
政
機
構
改
革
に
伴
い
、
今
月
か
ら
あ
て
先
が
総
務
係
と
な
り
ま
す
。

〔
投
稿
さ
れ
る
方
へ
〕
　
毎
月
十
五
日
ま
で
に
一
人
三
首
、
封
書
ま
た
は

パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
習
う
窓
辺
は
春
立
ち
て
老
い
も
若
き

も
微
笑
み
明
る
し
　
　
　
　
　
　
　
山
田
　
　
濱

薄
陽
さ
す
水
槽
の
す
み
に
冬
眠
の
亀
は
十
年
目
の
寒

を
迎
へ
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
石
沢
　
敏
子

「
評
」
親
は
嫁
い
だ
娘
を
思
い
、
娘
は
老
い
た
母
を

　
思
う
、
た
ま
に
訪
ね
る
娘
と
居
る
だ
け
で
心
の
慰

　
め
合
い
に
な
る
美
し
い
人
情
を
良
く
表
現
し
て
佳

　
作
。
二
首
目
寒
波
の
来
る
予
報
の
夜
は
厨
の
水
道

　
に
心
を
配
る
の
も
主
婦
の
心
づ
か
い
、
日
常
生
活

　
の
な
か
か
ら
も
歌
は
生
れ
る
。
三
首
目
孫
達
が
よ

　
ろ
こ
ん
で
遊
ん
で
帰
っ
た
あ
と
作
者
は
孫
の
生
長

　
を
思
い
な
が
ら
玩
具
を
ひ
と
つ
ず
つ
片
づ
け
る
、

　
ほ
ほ
え
ま
し
い
作
品
。
四
首
目
形
見
の
将
棋
盤
に

　
冴
え
た
駒
の
音
を
思
い
出
す
作
者
、
そ
し
て
亡
き

　
父
を
思
う
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
川
股
　
兵
三
選

r翠

！
身

ノ
　
　
、

一
、
、

俳

壇

麹

」胃響郵蟹驚
「育てた葉げいとう」

佐藤　美香（深谷小6年）

堅

ス
キ
ー
場
を
煙
ら
せ
つ
つ
も
岩
魚
売
る
　
鈴
木
民
子

（
評
）
ス
キ
ー
場
の
客
を
目
当
に
岩
魚
売
り
が
出
て
い
る
。
昼

　
食
の
た
め
岩
魚
を
焼
き
け
む
ら
せ
な
が
ら
客
に
売
っ
て
い
る
。

春
め
い
て
猫
の
行
動
広
く
な
り
　
　
　
勅
使
瓦
令
造

（
評
）
恋
猫
の
季
節
で
あ
ろ
う
。
春
め
い
て
い
く
遠
く
ま
で
行

　
動
範
囲
が
広
く
な
っ
て
ゆ
く
の
が
お
も
し
ろ
い
。

襟
立
て
て
急
ぎ
足
な
る
余
寒
か
な
　
　
鈴
木
鉄
二
郎

（
評
）
余
寒
が
つ
づ
い
て
い
る
。
襟
を
立
て
て
急
ぎ
ゆ
く
み
ち

　
の
く
の
人
々
で
あ
る
。

日
脚
の
ぶ
蔵
王
お
ろ
し
の
風
の
町

農
具
に
も
松
か
ざ
り
し
て
お
正
月

北
の
窓
明
る
さ
増
し
ぬ
日
脚
の
ぶ

池
澗
れ
て
命
よ
せ
合
い
冬
の
鯉

蜆
汁
肝
の
く
す
り
と
朝
々
に

賀
状
あ
り
会
ひ
た
き
心
つ
の
り
け
り

椿
咲
く
里
を
抱
き
て
山
し
ず
か

　
佐
藤
周
子

　
川
村
静
恵

　
鈴
木
い
く

　
佐
藤
善
夫

高
橋
和
歌
子

　
　
日
下
文

　
石
沢
敏
子

◎
三
月
例
会
は
三
月
二
十
三
日
㈱
中
央
公
民
館
で
行
い
ま
す

　
芽
吹
、
畑
打
、
芹
、
春
灯
他
七
句
で
す
。鈴

木
貞
二
選

’3



働く婦人の家

《受講生募集》

　働く婦人の家は女性労働者及び一般労働者家庭の

主婦の皆さんに、いこい、教養、娯楽等の余暇活用

の場を提供し、日常生活をより豊かにするための福

祉施設です。

　講座は、初心者のための基礎入門講座です。市内

に住む女性又は、在勤の方ならどなたでも受講でき

ますのでお気軽にご利用下さい。

　◎申込期問　昭和61年4月1日～4月19日まで働

　　　　　　　く婦人の家費5－5095へどうぞ。

　◎受講料無料、ただし教材費は自己負担とな

　　　　　　　ります。

　◎託　　児　満3歳以上就学前までのお子さんを

　　　　　　　お預りいたします。

　　　　　　　（夜間は不可）

　　　　　　　　　　　　　　　10：00～12：00
　　　　　　　　　　　　　／

　　　　　　　　　Q昼コース＼13：。。一15＝。。

　◎学習開設時間

　　　　　　　　　○夜コース　　18：00～20：00

募彙する定期講座

講座名

料理

パッチ

ワーケ

伸
云手藤

社交
ダンス

簿

着付

手編

書道

裁洋

華道

内　　容

季節の料理

基礎から小もの

初級コース

7ルース　ワルツ等
のステツヲを学ぶ

暮らしの中の簿記

着物の常識と美しい
着方

基礎からセー々一

辛η歩力・ら実用まで’

ア，カート、　ブラウス

池の坊

｛
姪
昌
ハ

20

20

20

20

15

20

15

20

20

15

15

曜日

第1、第3
水曜日

騨
粥

　
、
醒

伸
躬
火

裂舶第3

第2、第4
月曜日

第2、窮4
月曜日

第
日

第
金

第2、第4
土曜日

董1躍

第1、第3
金曜日

第2，第4
月曜日

第
日

L
曜

皆
弔
火

時闘

午前10時
～12時

午後6時

～8時

午後6時

～8時

午前10時
～12時

午後1時

～3時

午前10時
～12時

午前10時
～12時

午攣誹

午前10時
～12時

期間

4月～
9月

4月～
12月

4月～
3月

講部名

畠　っね

矢内和子

大槻桂子

斎藤朋子

阿部志郎

宗像孝喜

谷津八代子

大塵寿枝

宍戸名峰

工占
ご朝

先頁見秋水

勤労青少年ホーム

　勤労青少年ホームでは、教養講座受講生、サーク

ル会員を募集します。

〉利用資格　市内に住所、または勤務先をもつ勤労

青少年

〉申し込み　勤労青少年ホームヘ直接申し込んでく

　ださい。a（5－3720）でもけっこうです。

教養講座

講座名
日本舞踊若柳流

洋 裁

毒
国 道

茶道裏千家流

料 理

社交ダンス

華道池坊
華道小原流

民 謡

着 付

簸　聞

4月～3月

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

4月～3月（7、8、

1、2月を除く）

躍霞

月

〃

〃

火

〃

くオ

木

金

〃

〃

教紡費等

扇子代と

　月600円

材料費実費

教材費

　月500円

茶菓子代

　月300円

材料費
月2，000円

料無

花代
月2，500円

花代
月2，000円

無料

料無

趣味同好サークル

サークル名

くいしんぼう（料理）

山小屋（登山）

社交ダンス

ボウリングクラブ

ピンポン

、
ート、

ノ
、
、
、

ド

溺会日

第1、3木曜日

第1、3水曜日

毎週木曜日

第1、3水曜日

※詳しくは、働く婦人の家奮5－5095へどうぞ。

毎週火曜日

毎週木曜日

※詳しくは、勤労青少年ホーム費5－3720へどうぞ。
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公民館だより

Oジャズダンスサークル

　　　　　　（初心者コース）

一シェイプアップ・ジヤズダンスー

　初心者が楽しくシェイプアップ

できます。

レ開催曜日・時間　毎週木曜日

　午後6時30分～7時30分

〉場所　白石市中央公民館

レ会費　1ヵ月2，000円

　　　　（月4回開催）

〉申し込み先　白石市中央公民館

　　　　　　　a6－2453、　4－5377

04月10日（木）午後6時30分から無

料講習会があります。ぜひご参加

ください。

Oジャズダンスサークル、スター

ダスト・キッドのメンバーも募集

しています。

※詳しくは、中央公民館雪6－2453、

4－5377へお問い合わせください。

『駿・

、

虚．

灘

研

ll

ll

轄1癖
1、

　2月28日から3月3日までの4日問、中央公民館に冷いて「第5回公

民館まつり」が盛大に開催されました。

　昭和60年度事業の総決算として、公民館で学習に取り組んだ方々の展

示・発表がなされたもので、さらに催しものとして、3月1日には、郷

土芸能「大聖文殊ばやし」が披露され、続いて直木賞f乍家宮尾登美子氏

の文化講演会が行われ・会場は満席の盛況ぶりでした。また夕方には、

「素人カラオケ大会」が開かれ、会場の声援を受けて熱唱が繰り広げら

れました。

　2日の日曜日には、　「女子家庭バレーボール大会」が行われ、熱戦の

結果、本郷第一チームが優勝し、夕方には「親子映画大会が開かれ、多

数の入場者でにぎわいました。また、公民館まつりの期間中に、各展示

会等でrアフリカ難民チャリティーバザー」が行われ、河北新報社を通し

て85，036円が寄付されました。

r　図書館　り
　4月1日より本の貸出し登録番

号の書きかえがはじまります。

　はじめて図書館を利用される方

も、図書館の受付で、登録の手続

きを済ませてから本が借りられま

す。手続きは、備え付けの用紙に

住所、氏名、電話番号などを書い

ていただくだけです。

　たくさんの本を無料で利用する

ことができますので、お・気軽にお

でかけください。

※動く図書館”こまくさ号”でも

　　　　　　　　　　　信r籍

4月から貸出し登録番号の書きか

えをいたしますので、利用される

時に手続きをお願いいたします。

　　図書館の開館時間

く月曜日～土曜日〉

　午前9時～午後5時

　ただし、小原分館は土曜日12時

　まで

く休館日〉

　毎週日曜日、月末、祝祭日、年

　末年始、ばく書期間（10月1日

　～10日）

　　冨ぎ1　秀零・ツメ
1が、署．寄、，㌃・プー t

．．㍗
　　く本の貸出しは〉

　①市内に住所、勤務先、通学校の

　　ある方ならどなたでも借りられ

　　ます。

　②1回に何冊でも借りられます。

　　　（子供は3冊まで）職場、家族、

　　グループでも借りられます。

　③期問は、11日間（新刊雑誌は3

　　日間）グループは1ヵ月間の貸

　出しです。

　　　　図書館

　　　　　　智6－3004
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　　水道事業所
蜘r睡振賛済通知書・ヴ・

　　酎付方法か変わζ、1蓼づ

　現在の口座振替済通知書は、指

定金融機関より振替後、郵便はが

きでお知らせしていましたが、4

月分の水道料金から検針員の各戸

メーター検針の際、「使用水量のお，

知らせ」に同時プリントしてお知

らせすることになりました。

　この方法によりますと、使用料

の前月対比ができ漏水の早期発見

に役立ち合理的な節水に利用でき

ます。

　従来の各金融機関からの振替済

通知書は廃止となりますのでご了

承願います。

翻　水適婦金 か

郵傍局て饗ノ取り静わρま弓

　みなさんから要望がありました、

水道料金の通常郵便貯金からの自

動払込みが4月分の水道料金（5

月払込み分〉から取り扱われること

になりました。この機会に現金納

付のみなさんにできるだけ確実で、

便利な口座払込みをお勧めいたし

ます。従来、行っています各指定

金融機関（銀行、各金庫、農協）

においても取り扱いをしていますの

で、ご利用くださるようお願いい

たします。

　なお、手続きの際は通帳及び印

鑑（通帳使用印）と、現在、現金納付

の方は領収証をご持参ください。

醐宮城県代表と1、，

　昭和60年度宮城県自作視聴覚教

材コンクールが宮城県図書館で行

われ、白石市社会教育ボランティ

ア作成のスライドが大河原管内代

表として参加しました。

レ作品名

　「今にいきている孫太郎贔」

〉成績　社会教育部門第2位

※なお、本作品は8月に行われる

全国自作視聴覚教材コンクールに

宮城県代表として参加します。

ノ7

　」ヌ」鵬 一』∫ 旨“ ，払画、 遇一 自

官公庁だより
　〕“　 “い一」籔 l嵯1目1島ゴ膣ロ

L竺」輪藩馨
　確定申告をした後で、申告内容

に間違いがあることに気付いたり、

うっかり申告書の提出を忘れてい

る人はいませんか。

　税額を少なく申告したときは、

「修正申告」を、また、多く申告

したときは、「更正の請求」をし

て正しい金額に訂正しましょう。

　また、申告を忘れていたときは、

すぐに期限後申告をしてください。

　もう一度確定申告の検討を！

懸ヨうり6與をお忘才邑

　　　労働保険の申藷轄β

　一早めに済ませましょう〃一

〉納付期間

　4月1日依）～5月15日（荊

〉納付手続　最寄の銀行、郵便局、

　県雇用保険課、宮城労働基準局、

　労働基準監督署の窓ロヘ。

〉申告書の色別は　ふじ色は雇用

　保険料のみに、黒色は雇用・労

　災の両保険料、または、労災保

　険料のみの申告に使用してくだ

　さい。

※詳しくは、県雇用保険課a仙台

63－2111または、宮城労働基準局

奮仙台21－6111へお問い合わせく

ださい。

　　　　　　　　　軍．臨

麟惣擁
顯6晦度白石市奨学盤己募集

　市内に1年以上住んでいる人の

子弟で、高等学校以上の学校また

は、これと同等の学校に在学する

学術優秀、品行方正、心身ともに

健全で、経済的な事由で学資の資

弁が困難な学生を対象に奨学生を

募集します。

〉募集人員　応募状況により変更

　することがあります。

　○大学生　5人以内

　○短大生　3人以内

　O高校生　2人以内

〉貸付金の額

　○大学生　　（月額）20，000円

　○短大生　　（月額）20，000円

　○高校生　　（月額）10，000円

レ申請の手続　教育委員会事務局

　に申請用紙がありますので、所

定の事項を記入し、学校長の推

せん書、成績証明書、在学証明

書とともに5月10日（」：）まで教育

委員会に提出してください。

　　なお、日本育英会等から奨学

金を受けている方は、ご遠慮く

　ださい。

〉貸付金の償還

　O貸付期問満了の6ヶ月後から

　　月賦均等償還の方法により貸

　付をを受けた期間内に償還しま

　　す。　（繰り上げ償還すること

　　もできます。）

　o償還金は納入通知書により市

　　内の収納代理金融機関に納入

　　します。

※詳しくは、市教育委員会事務

局・総務係にお問い合わせくださ

いo

蕊痢算展7一ししゴ利用

　　　家鷹教省学級生募集
　「テレビ視聴」を中心とした集

団学習を通じ、疑問点または問題

点などを話し合う勉強会です。

レ対象　①幼児学級（3歳～5歳

　児を持つ母親）　②小学生前期

　（1年～3年生の児童を持つ母

　親）　③小学生後期（4年～6

　年生の児童を持つ母親）各20名

〉期間　昭和61年5月～62年3月

　　　　（月1回、10時～12時）

レ場所　中央公民館（視聴覚室）

レ利用するテレビ放送

「NHKおかあさんの勉強室」

〉申し込み　4月30日（水ぽで白石

　市教育委員会・社会教育係へお

　申し込みください。

　；冨昌i・隼　　㍉

〉所在地　臼石市緑が丘地内

〉募隻区画数　100区画

》1区画当りの面積

　　　167，31㎡～331．14㎡

1〉1区画当りの価格

　　4，121，000円～12，213，000円

レ募集期間　昭和61年4月19日か

　ら62年3月31日まで先着順に受

付。

〉申込み用紙の配布と受付場所

　白石市役所建設課または宮城県

住宅供給公社、用地管理課盆0222

－61－6161までお申し込みください。

醐婦メコ＞．ノ∫1．’

　　　ノ期盆髪集

〉対象　市内在住の婦人　　20名

　　　　（20歳以上）

レ期間　昭和61年5月～昭和63年

　3月　（月1回、2時間程度）

〉場所　白石市中央公民館

〉主な学習内容

　Oボランティァの正しい理解

　○文化財についての学習

　016ミリ映写機の操作

　o他市町との合同学習会

　○施設見学

》申し込み　4月30日（水ぽで自石

　市教育委員会・社会教育係へお

　申し込みください。

L』紹和絹年度
　　青年1毎タ魯接ゐフ．，iろ）奏募集

》募集期間　昭和61年4月15日（火）

　から昭和61年5月31日（土）まで。

》応募相談会

　4月17日（木）18時～20時

　　　　　　宮城県民会館

　5月16日（金）18時～20時

　　　仙台・勾当台会館

　5月28日（水）　18日寺～20日寺

　　　　　　宮城県民会館

※詳しくは、国際協力事業団・青

年海外協力隊事務局貿東京03（400）

7261、〒150東京都渋谷区広尾4－2

－24へどうぞ。

東中学校の校章募集！
　昭和63年4月1日開校予定の中

学校の設置についての「自石市立

学校の設置に関する条例の一部を

改正する条例」第217回市議会定例

会で可決され、正式な学校名は「臼

石市立東中学校」と決定されまし

た。

　現在、校地造成が急ピッチで完

成に向っており、校舎建築工事費

の昭和61年度施行分も予算化され、

開校に向っての諸準備が進められ

ております。この新しい中学校に

ふさわしい校章を次の要領で公募

いたしますので、応募願います。

〈応募要領〉

①新しい中学校にふさわしいフレ

　ッシュなもの

②15cm×20cm自紙に黒色で記入し

　たもの。

③〆切日　昭和61年4月30日

④提出先　白石市教育委員会総務

　係へ。

※なお、採用者には、記念品をお

贈りします。

醐昭荊6ド1渡翻4回r妬纏

　　青年の船団員応ヴ評1

〉運航日程　8月19日侠）～8月30

　日（荊12日間

〉訪間先　中華人民共和国（上海

　市、蘇州市、無錫市）

》応募資格

　（1珍0歳以上30歳未満の男女

　（2過去に県青年の船団員となっ

　　た者を除く。

　〔3）学生であっても青少年健全育

　　成等各種ボランテイア活動に

　　熱意のある方は参加可能です軌

〉主な活動内容　船内での研修活

　動のほか、訪問先では人民公社

　等の視察や家庭訪問・中国青年

　との交歓会などを行います。

レ経費（1）参加負担金16万5千円

　　　（2）諸経費　4万円

〉応募人員　県全体　324名

》申し込み先　自石市教育委員会

　社会教育係

1〉申し込み期間　4月1日（火）から

　5月15日（木）まで

「
墾

9
．
）

新入学

留 みやぎ少ぐσ）船部、

一未来にはばたけ！みやぎっ子一

　　団員募i集中！

〉主催　宮城県青年の船友の会

〉実施期日　8月15日（斜～19日（火）

　　　　　　（4泊5日）

〉募集団員　県内小学校在学5・6

　年生　450名

〉参加負担金　48，000円（事前研

　修費18，000円とユニホーム含む）

〉訪問先　α）富士山　但）登呂遺跡

〉使用船　にっぽん丸（10，450㌧）

※詳しくは社会教育係へ。

幽こどもポニーキャンプ
’86みやぎなかま募集中！

〉実施期間　7月25日（斜～8月9

　日仕）（各4日間、5回に分けて

　行います）

〉募彙期間　5月1日～6月15日

＞なかまの募集人員　各回50名

　小学校3・4年生・・一250名（昭

　和61年4月1日現在）

〉リーダートレーニング者の募集

　人員　各回20名　中学生・高校

　生…100名（昭和61年4月1日現在）

〉参加費用　負担金30，000円

1》キャンプ地　福島県相馬郡鹿島

　町　飼ハーモニィセンター「相

　馬ポニー牧場」

〉主催　宮城県青年の船友の会

※詳しくは、白石市教育委員会・

社会教育係までどうぞ。
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　1！『一：1「，1／ i・』ノ l三1ど　

　一医療費が上がります一

　平均2．3％アップ・実質0．7％

　4月1日から医療費が2．3％引

き上げられます。同時に国民健康

保険で使われる薬代や治療材料費

が医療費に換算して、　1．6％引き

下げられますので、実質0．7％引き

上げとなります。

　一高額療養費自己負担額

　　　　　　　　引き上げ一

　5万1千円→5万4千円に
　高額療養費の自己負担の限度額

が4月1日から引き上げられるこ

とになりました。

　今まで、私たちがお医者さんに

かかったとき、医療費の自己負担

分として1人1カ月（1つの病院）

5万1千円以上を支払った場合な

ど、5万1千円を超えた分は全額、

国民健康保険から払いもどされる

ことになっていました。

　4月1日からこの自分で支払う

分の限度額が5万4千円に引き上

　　戦没者遺族の方へ

げられます。

　ただし、低所得者（非課税世帯）

については、3万円のままです。

　また、次の人たちは、別の計算

で払いもどされます。

1〉1カ月3万円以上が2回以上の

　世帯

〉年4回以上の世帯

レ長期療養を要する病気（慢性腎

　不全、血友病）

※詳しくは、保健衛生課へおたず

　ねください。

“
謬予露

用水路川干し火の元に注意を！

　用水路のしゅんせつと補修を目

的とする春の川干しを次によン）行

いますので、期間中各家庭では周

囲や占用箇所の溝払いをしてくだ

さい。なお、火の元には充分気を

つけましょう。

〉期間　4月5日（土）午前6時から

　7日㈲午後5時まで（3日間夜

　聞を含む）

1〉区域　白石土地改良区管轄用水

路全域。

　狂犬病予防法の規定により予防

注射と登録を実施いたしますので

最寄りの会場で受けられますよう

お知らせいたします。

　なお、日程については「狂犬病

予防注射及び登録について」のチ

ラシをご覧ください。

レ対象犬　生後91日以上の犬

〉経　費　1頭につき4，700円

　予防注射を受けさせない飼主は、

狂犬病予防法により3万円以下の

罰金に処せられます。

　最近咬傷事件が多発しています。

放し飼いは絶対しないでください。

※期間中日程の都合のっかない飼

主の方は、次の指定獣医師と事前

に日時を調整のうえ予防注射を受

けてください。

辮蘇醜
斎藤　好

保科善久

特別弔慰金が支給されます
　次に該当する戦没者の遺族に特

別弔慰金として、30万円（10年償

還国債）が支給されますが、まだ

手続きをしていない遺族の方は早

めに手続きをしてください、

○戦没者の遺族として、20万円及

　び12万円国債を受けた遺族

O昭和54年4月1日から昭和60年

ブ9

住　　所

臼石市字半沢屋敷前73

白石市斎川字御案内屋敷21

電　語

6－2235

5－5954

　3月31日までに、公務挟助料、

　遺族年金を受けていた方が死亡

　等により失権した遺族

O時効により、前回の特別弔慰金

　の請求手続きをしなかった遺族

※請求手続き等、詳しくは市社会

　福祉事務所・総務係にお問い合

　わせください。

　　　ゼ｝茜，錘

ンlll繕　繍「

▲3月4日、NTTより「電話お願い手
　帳」300冊が市に贈呈

國NTTより、、協力のお願い
　耳や言葉の不自由な方々のため

の「電話お願い手帳」に、ご協力

をお願いします。「電話お願い手帳」

は、耳や言葉の不自由な方が外出

先等で、急に電話連絡が必要にな

った時、公衆電話のお店の人や近

くにいる方に、代わりに電話連絡

をお願いするためのものです。

　お知り合いの方で、もし耳や言

葉の不自由な方がいらっしゃいま

したら、この手帳のことを教えて

あげてください。

※「電話お願い手帳」が必要な方

は、市役所1階福祉事務所にお申

し出ください。

奥さん、国民年金の手続きはお早めに〃
　今月1日から新しい年金制度が

　スタートしたことに伴い、厚生年

金保険（船員保険）または共済組

合に加入しているご主人に扶養さ

れている奥さんは、「第3号被保

険者」として、全員国民年金に加

入することになりました。

　第3号被保険者となるためには

届出が必要ですが、これまで国民

年金に加入していた奥さんは、3

月31日までの間に届出がお済みの

　ことと、思います。

　国民年金に任意加入していなか

った奥さんの届出にっいては、次

のようになりますので、忘れずに

届出をしてください。

〔厚生年金保険の加入者の奥さん〕

　市役所市民課・国民年金の窓口

　に備え付けてある届出用紙「国民

年金被保険者資格取得・種別変更・

種別確認（第3号被保険者該当）

届書」に必要事項を記入のうえ、

速やかに窓ロヘ提出してください。

　　この場合、次の書類をお持ちく

ださい。

　①健康保険被保険者証（船員保

　　険被扶養者証）

i■各種手数料の改正

臣固憶貧麓の1醗等の謡ヒ粥

〔固定資産証明手数料〕

○土地　1件1筆　200円

　　（1筆を超えるときは、1筆増

1　すごとに200円に50円を加算し
1た額）
カ

10建物　1件1棟　　200円
1
　　（1棟を超えるときは、1棟増
1　すごとに200円に50円を加算し

　た額）

l　O償却資産　1件　　200円

　　（1件を超えるときは、　1件士曽
1
　すごとに200円に50円を加算し

　た額）

○前記以外の市税に関する証明手

　数料1件につき　　200円

　②ご主人の年金手帳または厚生

　　年金保険被保険者証（船員保

　　険年金番号証）

　なお、届書にご主人の勤務先で

確認を受けた場合は、①、②の書

類をお持ちいただく必要はありま

せんし、郵送でもかまいません。

〔共済組合の加入者の奥さん〕

　3月中旬頃に、ご主人の勤務先

を通じてお手もとに配布しており

ます「国民年金被保険者資格取得

・種別変更・種別確認（第3号被

保険者該当）届書」に必要事項を

記入し、ご主人の勤務先で確認を

受けたうえ、5月1日までに市役

所市民課・国民年金の窓ロヘ提出

してください。この場合、郵送で

もかまいません。

　なお、地方公務員共済組合の場

合は、共済組合で届出を一括して

市町村へ提出しますので、届書は

ご主人の勤務先へ提出してくださ

い。また、その他の共済組合でも

届書の取りまとめを行う場合があ

りますので、ご主人の勤務先から

の連絡に沿った届出をしてください。

★このような場合も

○固定資産課税台帳閲覧手数料

　1冊または1枚にっき　200円

　　　■ノム～　　戸藷のr弊1穿三　吟

　ノ、捜ノ’往門基オコ陪渉ひ1響7）お

　　ピf、話’♪尉票の「謝賢ら1一瑳午可

○住民基本台帳等閲覧手数料

　1世帯または1行政区1回につ

　き　200円

○住民票、戸籍の附票、除かれた

　戸籍の附票の写しの交付

　住民票等の写し交付手数料1枚

　につき　20Q円

　（ただし、同一世帯で2枚Lソ、上

　のものについては、1枚増すご

　とに200円に50円を加算した額）

○印鑑登録証の交付並びに印鑑登

　録の証明

　印鑑登録証交付手数料1通につ

　　　届出が必要です

O奥さん自身が収入を得るように

　なり、被扶養配偶者でなくなっ

　たとき

Oご主入が退職し、被扶養配偶者

　でなくなったとき

Oご主人が転職し、加入する年金

　制度が変わったとき

　以上のようなときは、すでに第

3号被保険者の届出がお済みの方

でも、種別変更等の届出が必要で

すので、忘れずに市役所市民課・

国民年金の窓ロヘ届出をしてくだ

さいD

　第3号被保険者に該当する方は、

4月分からの保険料を納める必要

がなくなりますので、お手もとに

納付書が送付された場合は、納め

ないようお願いいたします。

　また、口座振替の方法で保険料

を納めている方についても、4月

分以降の保険料が引き落としにな

らないよう、振替時期を金融機関

に確認のうえ、解約の手続きを沿

取りください、，

※届出、その他のお問い合わせは

市民課・国民年金係までどうぞ。

　き　200円

　印鑑登録証明手数料1通につき

　200円

O破産、禁治産または準禁治産の

　有無に関する証明

　身分証明手数料1通につき200円

○外国人登録済の証明

　外国人登録済証明手数料1通に

　つき　200円
；ヘヒ時　　〕貧成呆1、基一．パ．地ず・1、，昂

　表1、　i手夢ゾ1ン

01件にっき1筆まで200円

　〔1筆を超えるときは、1筆増

　すごとに200円に50円を加算し：

　た額）

○諸証明手数料1通につき200円
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カメラ・ニユース

＿胃しの豊の臼石クラフト農

息

韓

〆夢鐘許　　　一、，

　　　　　　　　　　　～
　　　　　　　　　　　～
こけしの里白石クラフト展

　3月10日～12日にかけて「第1
回こけしの里白石クラフト展」（自

石こけし業協同組合主催）が市役
所ロビーで開かれました。全組合員

24人が、木を素材にロクロ技術を
生かしたなじみやすい作品を出品。

訪れた市民の人気を集めました。

ヤ
璽

　、為σ　唱

醗聰　亀

編矯、
霧

騨描
　転作研修センター完成

　このほど、市内郡山字：上関下に

「転作研修センター」が完成し地区

の人たちに喜ばれています。この
ゼンターは、木造平屋建て約90平
方メートルの建物で、和室研修室
や小会議室などを備え、地区の人
たちの寄り合いなどに使われます。

　　　　　　　　　　　灘

　　　　　　　　　翔

　　　桜の木をせん定

　3月10日、桜の季節を前に桜の
名所益岡公園などで、桜の大敵テ
ングス病を防ぐ大掛かりな作業が
行われました。作業には東北電力
白石営業所から高さ15mまで上れ
る総合配電作業車が出動、テング
ス病にかかって花の付かない枝を
手際よく切り落としました。

休日急患当番医
月　日

4／6
13
20
27
29

5／3
4
5

内 科

柿崎医院（5）2210
亘理医院（5）8501
刈田病院（5）2145
大沼医院（5〉2502
広瀬医院（5〉0238
三浦クリニック　（5）6854

加藤（司）医院（5）2001

柿崎医院（5）2210

トタ 科

刈田病院（5〉2145
朝倉病院（5）2101
刈田病院（5）2145
銭谷医院（5）2010
宮城医院（5）2062
加藤伏）医院（6）2653

刈田病院（5）2145
堤医院（5）1181

※都合により変更になる場合もあります。

目† 談（4月分）

相談匿分

人権擁護
相　　　談

行政相談

生活相談

者
介

　
刀
O

齢
糸
　
業

高
職

社会保険
相　　　談

不覚矛勢ホ目言炎

消費生活

相　　談

補聴　器
巡　　　回

サービス

婦人相談

無料法律
相　　　談

障身
相

者
談

根談田

15

15

15

5・25

15

15

15

　17
毎週

月・水・金

リオン

11・25

ニホン　18

15

15

9

時　露

10100～

　15：00

10：00～

　15：00

10：00～

　15：00
10：00～

　12：00

10：00～

　13：00

9＝30～

　15：00

10：00～

　15：00

10：00～

　15：00

13：00～

　14：00

10：00～

　11：00

10100～

　15：00

10100～

　15：00

10：00～

　　15100

場　　醜

白石市役所

2階会議室

同 上

同 上

所
室

役
費
談

市
消
相

石
階
活

臼
－
生

同 上

白石市役所

第3会議室

白石市役所

2階会議室

白石市役所

1階消費
生活相談室

福祉事務所

白石市役所

自石市役所

4階会議室

白石市役所

第3会議室

内 容

結婚、離婚、遺産相
続、借地借家、雇傭、

差別待遇問題等

国や県、市など役所
の行う仕事について
困っていることや希
望等

市民の日常生活上の

困りごと

60戴以上の方の職業斡旋。
来談される方は、事前に福祉協
議会5－2111にご連絡ください。

健康保険、船員保険、

厚生年金など

相続や贈与、土地売買
に関する税金、法人の
税金などの相談

買物苦情、消費生活

一般

補聴器の修理、調整

など

家庭内の人間関係や

異性との問題等で悩

んでいる女性の方

法律についての困り

ごと

身体障害者精薄者の生

活、職業、結婚等
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